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［主な内容］
● 合併秩父市誕生記念式典が盛大に挙行されました
● 夢多きちちぶっこ全員集合で心一つに
● 秩父市の「花」「木」「鳥」と「秩父市歌」が決定しました
● 秩父夜祭についてのお知らせ
● 第12回荒川新そばまつり

［秩父市議会だより第２号］

［市の人口］
72,501人

男＝35,522人
女＝36,979人
前月比－87人

［世帯数］
26,105世帯
前月比－24世帯

平成17年10月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

大滝　栃本関所の紅葉



市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。 ❷

　

10
月
20
日
、
合
併
秩
父
市
誕
生
記
念

式
典
が
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

約
１
，
１
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
席
で
、
総
務
大
臣
か
ら
、
栗

原
稔
旧
秩
父
市
長
、
猪
野
正
一
旧
吉
田

町
長
、
山
口
民
弥
旧
大
滝
村
長
、
宮
崎

哲
夫
旧
荒
川
村
長
に
合
併
功
労
特
別
表

彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
旧
市
町
村
歌
を
各
地
区

コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
合
唱
し
、

新
市
の
誕
生
を
祝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
市
の
花
・
木
・
鳥
と
し
て
、「
シ
バ

ザ
ク
ラ
」、「
カ
エ
デ
」、「
オ
オ
ル
リ
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
開
始
前
に
は
、
市
民
会

館
横
に
設
置
さ
れ
た
「
合
併
記
念
碑
」

の
除
幕
式

が
行
わ
れ

た
ほ
か
、

ホ
ー
ル
で

は
合
併
へ

の
道
程
を

記
録
し
た

ビ
デ
オ
が

上
映
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、

式
典
終
了

後
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
元
出
身

の
演
歌
歌
手
、
冠　

二
郎
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
も
催
さ
れ
、「
旅
の
終
わ
り
に
」

や
「
ほ
ろ
よ
い
酔
虎
伝
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

新
秩
父
市
の
誕
生
か
ら
半
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
市
で
は
、「
ま
ち
輝
き

む
ら
際
だ
ち　

森
と
水
の
力
ほ
と
ば
し

る　

助
け
あ
い　

温
も
り
の
ま
ち　

ち

ち
ぶ
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

合併秩父市誕生
記念式典が

盛大に挙行されました

　

10
月
18
日
、

雨
天
の
た
め
、

全
中
学
校
９

校
の
生
徒
が

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー

ク
野
外
ス
テ
ー

ジ
に
、
全
小
学

校
14
校
の
児
童

が
文
化
体
育
セ

ン
タ
ー
に
大
集
合
し
、「
合
併　

秩
父

市
誕
生
記
念
夢
多
き
ち
ち
ぶ
っ
こ
全

員
集
合
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
ふ
る
さ
と
秩
父
の
仲
間

同
士
と
し
て
連
帯
感
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
新
秩
父
市
の
誕
生
を
祝
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
会
場
で
は
、
栗
原
市

長
、
荒
船
市
議
会
議
長
、
教
育
委
員
や

市
教
育
行
政
に
携
わ
る
方
々
も
参
加
し

て
、「
秩
父
舞
踊
り　

Ｃ―

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
！
」
で
ス
テ
ー
ジ
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
両
会
場
で
は
、
栗
原
市
長
の

あ
い
さ
つ
と
、
全
児
童
生
徒
が
書
い
た

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
が
在
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
領
事

ジ
ュ
リ
ア
・
フ
ェ
ン
ド
リ
ッ
ク
さ
ん
へ

渡
さ
れ
、
現
地
の
人
々
が
心
身
共
に
元

気
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て

い
ま
す
と
伝
え
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
な
ど
で
環
境
保
全
等
に
関
す

る
学
習
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各

校
の
代
表
者
が
「
秩
父
市
こ
ど
も
環
境

大
宣
言
」
を
読
み
上
げ
て
、
自
然
環
境

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
恵
を
受
け
て
い
る
私

た
ち
は
地
球
の
環
境
や
資
源
を
守
り
、

未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
、
世
界
に
向

け
て
力
強
く
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
環
境

保
全
な
ど
に
つ
い
て
小
中
学
生
一
人
ひ

と
り
が
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
バ
ル
ー
ン
に
載
せ
、
秩
父
屋
台

囃
子
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
世
界
に
向

け
て
発
信
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
員
集
合
で
、
秩
父
市
の
未
来

を
担
う
児
童
生
徒
が
、
元
気
に
学
校
生

活
を
送
り
、
自
分
の
将
来
の
夢
の
実
現

に
向
か
っ
て
学
習
や
運
動
に
精
一
杯
が

ん
ば
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大
き
く
ふ

く
ら
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

�

夢
多
�
�
�
�
�
�
全
員
集
合
�

心
一
�
�

みんなのメッセージを載せた
バルーンは空高く舞い上がりました

式典であいさつをする栗原市長



市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。
❸

　

市
報
ち
ち
ぶ
７
月
号
で
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
公
募
を
行
っ
て
い
た
秩
父
市
の

「
花
」「
木
」「
鳥
」
が
、
選
定
委
員
会

の
選
定
、
市
長
へ
の
答
申
を
経
て
、
市

議
会
９
月
定
例
会
で
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

秩
父
市
�
花�

�
�
�
�
�

秩
父
市
�
木�

�
�
�

秩
父
市
�
鳥�

�
�
�
�

　

ま
た
、
秩
父
市
歌
に
つ
い
て
は
、
旧

秩
父
市
の
「
秩
父
市
歌
」
と
す
る
こ
と

に
、
市
議
会
９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま

し
た
。

と

が

　
　

秩
父
市
歌

一　

青
空
の
も
と　

み
ど
り
か
が
や
き

　
　

山
ふ
と
こ
ろ
に　

光
あ
つ
ま
る

　
　

若
鮎
は
し
る　

荒
川
の
瀬
に

　
　

進
み
て
や
ま
ぬ　

力
こ
も
り
て

　
　

わ
が
秩
父
市
は　

希
望
の
ふ
る
さ
と

二　

柞
の
森　

風
は　

清
ら
に

　
　

糸
織
る
歌
を　

は
る
か
つ
た
え
て

　
　

古
今
の
文
化　

花
咲
く
と
こ
ろ

　
　

進
取
の
夢
も　

み
の
る
よ
ろ
こ
び

　
　

わ
が
秩
父
市
の　

未
来
は
は
て
な
し

三　

武
甲
の
峰
を　

雲
は
い
ろ
ど
り

　
　

観
光
楽
し　

さ
く
ら
も
み
じ
に

　
　

幸
あ
る
町
よ　

人
あ
た
た
か
に

　
　

平
和
の
理
想　

永
遠
に
か
わ
ら
ず

　
　

わ
が
秩
父
市
は　

心
の
ふ
る
さ
と

秩父市の花「シバザクラ」

秩父市の木「カエデ」

秩父市の鳥「オオルリ」

秩 父 市 歌



みんなで追放 危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

受�

賞

関
東
農
政
局
長
賞

だ
荒
川
の
農
地
に
、
よ
り
手
間
の
か
か

ら
な
い
そ
ば
を
生
産
す
る
組
合
と
し
て

立
ち
上
が
り
、
現
在
組
合
員
は
60
人
お

り
、
今
年
の
秋
そ
ば
耕
作
面
積
は
15
ヘ

ク
タ
ー
ル
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ

ば
ま
ん
じ
ゅ

う
な
ど
の
地

域
特
産
品
も

生
ま
れ
、
こ

れ
か
ら
の
活

躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

秩
父
市
荒
川
そ
ば
生
産
組
合
（
井
上

肇
組
合
長
）
は
、
10
月
６
日
、
地
域
の

健
全
な
発
展
に
貢
献
し
、
豊
か
な
む
ら

づ
く
り
優
良
団
体
と
し
て
関
東
農
政
局

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
合
は
、
養
蚕
の
衰
退
に
伴
い
、

過
疎
化
・
高
齢
化
で
遊
休
化
が
進
ん

　

市
で
は
、
毎
月
の
６
日
を
「
秩
父
市

エ
コ
・
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
し
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

考
え
、
行
動
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
ス
タ
イ
ル
を
送
る
日
と
し
ま
し
た
。

　

実
施
日
を
６
日
と
し
た
の
は
、
深

刻
な
地
球
温
暖
化
解
決
の
た
め
、
世
界

各
国
が
協
力
し
て
作
っ
た
「
京
都
議
定

書
」
が
今
年
２
月
に
発
効
し
、
日
本
の

二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
を
６
％
と
し
て

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
の
計
画

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
６
％
の
数
字
を

と
っ
て
、毎
月
６
日
を
「
秩
父
市
エ
コ
・

ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
し
た
も
の
で
す
。

　
「
エ
コ
・
ラ
イ
フ
」
と
は
、
今
の
私

た
ち
の
生
活
が
、
周
囲
の
環
境
や
自
分

自
身
に
影
響
を
与
え
る
現
状
を
認
識
し

て
、
環
境
を
破
壊
せ
ず
、
資
源
を
無
駄

に
し
な
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
ス

タ
イ
ル
を
意
味
し
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の

中
で
で
き
る
小
さ
な
事
柄
を
、
多
く
の

人
が
実
践
し
結
集
す
る
こ
と
で
、
地
球

規
模
の
環
境
保
全
へ
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

日
常
的
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
主
�
具
体
例

・
冷
蔵
庫
の
扉
は
、
す
ぐ
閉
め
る
。

・
テ
レ
ビ
の
つ
け
放
し
に
注
意
す
る
。

・
水
を
流
し
放
し
に
し
な
い
。

・
食
事
は
残
さ
ず
食
べ
る
（
作
る
）。

・
冷
房
は
28
度
、
暖
房
は
20
度
を
目
安

に
温
度
設
定
す
る
。

・
マ
イ
カ
ー
よ
り
も
、
鉄
道
や
バ
ス
を

利
用
す
る
。

・
不
要
な
包
装
は
断
る
。

・
家
電
は
修
理
、
家
具
は
リ
メ
イ
ク
し

て
長
く
使
う
。

　

今
後
も
市
報
で
、
身
近
な
、
環
境
に

配
慮
し
た
具
体
的
な
行
動
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
秩
父
市
エ
コ
・
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

の
実
施
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

環
境
課

　

☎
22―

２
２
７
９
（
直
通
）

　旧吉田町では、龍勢と同様なロケッ
ト祭りを行っているタイ王国ヤソトン
市と平成11年に姉妹都市提携を結び交
流を重ねてきました。
　新市となった今年もタイ王国から、
観光庁総務局長アピチャート氏をはじ
めとする13人の交流団が10月８日から
10日まで秩父市を訪れました。
　８日には、市と秩父吉田ヤソトン会
を中心に交流会が行われ、吉田郷土会
が秩父屋台囃子を披露するなど、和や
かな交流が図られました。

龍勢が結ぶ 国際交流

❹



　皆さんこんにちは。11月になり空はますます
高く、空気も澄み渡り、まわりの山々は美しく
紅葉しております。来るべき冬に備え、心身共
に鍛え、大いに活動するにはよい季節ではない
でしょうか。寒くなり、乾燥してきますとイン
フルエンザの流行が心配されます。手洗いうが
いを敢行し、十分な休養をとることが大切です。
また予防接種も有効な手段です。高齢者や幼児
などには特におすすめします。
　今回は、市立病院の改善、改革についてお話
します。市立病院には常勤の医師が18人おり、
内科、外科、泌尿器科、整形外科、脳神経外科、
小児科の６科を運営し、市民からは秩父地域の
中心となる病院として期待されています。
　ところが最近のことですが、「何でも投書箱」
に市立病院に診療時間外にかかったところ、十
分に診察してもらえなかったと、お叱りの投書
をいただきました。すぐさま担当医師に確認し
たところ、患者さんへの十分な配慮が欠けてい
たと深く反省していました。私としても、職員
がこのような好ましからざる対応をした場合に
は、今後も厳しく指導し、よりよい病院づくり
に努めていきます。
　さて、市立病院では現在、患者さんの立場に
立って可能な限りその声に耳を傾け、満足して
いただける医療の提供を目指しています。医療
スタッフの充実等の課題もありますが、地域の
皆様に安心、安全、満足を提供できるには、職
員一人ひとりの意識改革が必要と考えています。
　このため、来年２月に（財）日本医療機能評
価機構による病院機能評価を受審する予定で
す。これは、患者さんに満足いただける医療を
提供できる病院に変わるために、第三者に客観
的に評価していただくものです。受審準備のた
めに今、様々な病院改革をはじめています。
　患者さんが多く混み合う内科では、９月から
予約制を導入いたしました。このことにより、
多くの人から診察までの待ち時間が短くなった
と好評を得ております。これからも、患者の皆
様はもとより、市民の皆様のご意見、機能評価
機構の提言、医師会等関係機関の皆様のご意見
など広く取り入れ、地域の中核病院として真に
頼れる病院に改革をし、秩父地域が真に安心安
全な医療圏となるよう考えていきますので、ご
理解ください。

　

市
、
商
工
会
議
所
な
ど
、
市
内
21
団
体
で
構
成
す

る「
秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信
網
整
備
促
進
協
議
会
」

（
会
長
：
栗
原
市
長
）
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
誘
致
実
現
の
た
め
、「
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
利
用
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
の
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
に
よ
り
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

大
変
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
こ
の
中
間
集
計
結
果
に
基
づ
き
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼
玉
支
店
に
対
し
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」

の
早
期
か
つ
広
域
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
要
望

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
平
成
17
年
度
中
の
市
内
一
部

地
区
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
平
成
18
年
度
以
降
の
順

次
エ
リ
ア
拡
大
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
誘
致
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

秩
父
市
の
全
て
の
市
民
が
平
等
に
Ｉ
Ｔ
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
様
の
引
き
続
き

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信
網
整
備
促
進
協

議
会（
事
務
局
：
企
画
広
報
課
）☎
22―

２
２
０
２（
直
通
）

�

皆
様
�
多
大
�
�
�
協
力
�
結
果
�

�
月
15
日
�
�
�
中
間
集
計
�

�

�
�
�
�
�
件
�
回
答�

�

�
�
�
�
�
件
�
利
用
意
向
件
数

  

�
集
�
�
�
�
�
�

�
�
利
用
意
向
�
�
�
�
�
�
�
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「Ｂフレッツ利用意向アンケート」
地区別中間集計結果（9月15日現在）

地区名 回答数 利用意向件数

中 央 地 区 ８２３ ６５７
原 谷 地 区 ９０７ ７２５
尾 田 蒔 地 区 ３０９ ２２５
久 那 地 区 ７７ ７６
高 篠 地 区 ４９５ ３６４
大 田 地 区 ２２３ １７３
影 森 地 区 ４４７ ３４６
浦 山 地 区 ８ ８
吉 田 地 区 ２６ ２２
大 滝 地 区 ２３ ２２
荒 川 地 区 ４９ ４４
秩 父 市 総 計 ３，３８７ ２，６６２

❺



　

街
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
屋
台
囃
子
の
太

鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
季
節
と
な
り
、

秩
父
の
一
大
行
事
「
秩
父
夜
祭
」
ま
で
、

あ
と
１
か
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
３
日
が
土
曜
日
と
い
う
こ

と
で
、
例
年
以
上
の
観
光
客
数
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
広
範
囲
に
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

大
祭
当
日
は
、
有
料
の
臨
時
駐
車
場

を
市
内
９
か
所
に
設
置
し
ま
す
。

駐
車
料
金

大
型
車　
　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

�
�
�
�
�
�　
　
　

３
，
０
０
０
円

普
通
車　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

（
文
中
普
は
普
通
車
、
マ
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
、
大
は
大
型
バ
ス
を
表
し
ま
す
。）

①
一
中
校
庭　
　
　
　
　
普
５
０
０
台

②
西
小
校
庭　
　

 

　
　
普
４
０
０
台

③
花
小
校
庭　
　
　
　
　
普
４
０
０
台

④
二
中
校
庭　
　
　
　
　
普
６
０
０
台

⑤
南
小
校
庭　
　
　

 

　
普
４
０
０
台

⑥
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
３
０
０
台

⑦
宮
地
グ
ラ
ウ
ン
ド　
　
大
２
０
０
台

⑧
自
動
車
車
検
場　
　
　
　
マ
４
０
台

⑨
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク 

大
２
０
０
台

（
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
か
ら
、
ベ
ル
ク
公

園
橋
店
ま
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。）

　

な
お
、
道
の
駅
ち
ち
ぶ
で
は
、
屋
外

販
売
を
行
う
た
め
、
12
月
３
日
は
駐
車

場
を
閉
鎖
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

秩
父
夜
祭
の
臨
場
感
を
多
く
の
人
々

に
伝
え
、
屋
台
・
笠
鉾
に
集
中
す
る

観
光
客
の
皆
さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
が

ゆ
っ
く
り
と
祭
り
気
分
を
味
わ
え
る
よ

う
、
今
年
も
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
（
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
）
を
市
内
１
か
所
に
設

置
し
ま
す
。
こ
の
画
面
で
、
山
車
が
お

旅
所
へ
登
る
様
子
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
間
は
秩
父
市
の
魅
力
に
つ

い
て
も
広
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

設
置
場
所

　

西
武
秩
父
駅

問
�
合
�
�　

秩
父
ま
つ
り
対
策
本
部
事
務

局
（
市
役
所
観
光
振
興
課
内
）

　

☎
25―

５
２
０
９
（
直
通
）

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
２
１
３
２

秩父路の冬の風物詩秩父路の冬の風物詩

秩父夜祭
についてのお知らせ

各
駐
車
場
の収容

台
数

❻

昨年の「屋台芝居」風景

12月３日

臨時駐車場を

設置します

オーロラ

ビジョンを

設置します

オーロラビジョンの迫力ある
映像をお楽しみください



❼

平成17年度秩父夜祭・観光祭行事表（12月１日㈭～６日㈫）
月　日 行　事　名 時　　　　　間 会　　　場

12月　　　
１日～６日

秩父路の土産品展示
即売会

１～２日 午前９時30分～午後６時

じばさんセンター１階
３日 午前９時30分～午後11時30分

４日 午前８時30分～午後６時

５～６日 午前９時30分～午後５時30分

秩父織物展示即売会 秩父路の土産品展示即売会と同じ じばさんセンター１階

秩父夜祭写真コンク
ール秀作展（前年度
入賞作品展）

午前10時～午後６時
（※６日のみ午後４時まで）

じばさんセンター２階
展示コーナー

12月２日
３日・６日

国指定重要無形民俗
文化財「秩父神社神
楽」奉奏

午前10時～ 秩父神社「神楽殿」

12月２日
（宵宮）

宮地・上町・中町・本
町屋台けん引

正午～午後４時30分
午後６時～８時
（一部午前からけん引）

秩父神社～宮地・本・中・上町通り

屋台曳き踊り 正午～午後４時 秩父神社～宮地・本・中・上町通り

屋台芝居公開 正午～午後２時30分ごろ 秩父神社境内

秩父郷土芸能公開 午後４時～６時 西武秩父駅前

花火打上げ 午後７時～８時ごろ 羊山公園

12月３日
（本祭）

国指定重要有形民俗
文化財「笠鉾・屋台」
けん引

午前９時～午前０時
※山車によっては４日午前２時ごろまで 市内

おらが自慢特産くら
べ秩父観光土産品展
示即売会

午前９時～午後11時 市民会館

秩父路の土産品
即売会 午前９時30分～午後11時30分 道の駅ちちぶ

屋台曳き踊り 午前９時30分～午後１時 宮地・上町・中町・本町＝秩父神
社～宮地・上・中・本町通り

秩父郷土芸能公開

午前10時～午後５時 西武秩父駅前

午前10時～午後３時30分 秩父鉄道秩父駅前

午前11時～午後４時 矢尾百貨店第１駐車場
（秩父しののめ会）

国指定重要無形民俗
文化財「屋台芝居」
公開

午後１時～３時 秩父神社境内
※当番屋台町会＝本町

おねり（歌舞伎道中） 午後３時ごろ～３時30分ごろ 秩父神社→矢尾百貨店
（秩父歌舞伎正和会）

秩父歌舞伎公演 午後４時30分ごろ～６時ごろ 矢尾百貨店第１駐車場
（秩父歌舞伎正和会）

尺玉、観光スターマ
インと競技花火大会 午後８時～10時 羊山公園

12月４日 本町屋台飾置 午前９時～午後３時 秩父神社

※開催期日・時間等は、変更となる場合があります。



　

大
滝
の
中
津
川
に
水
資
源
機
構
が

建
設
中
の
滝
沢
ダ
ム
（
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
、
高
さ
１
４
０
ｍ
）
で
、

10
月
１
日
、
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
に
ゲ
ー

ト
が
降
ろ
さ
れ
、
試
験
湛
水
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
験
湛
水
は
、
ダ
ム
の
完
成
に

向
け
、
約
２
年
間
（
計
画
で
は
平
成
19

年
夏
ま
で
）
か
け
て
貯
水
す
る
こ
と
の

で
き
る
最
高
の
水
位
ま
で
水
を
貯
め
、

ダ
ム
や
貯
水
池
の
安
全
性
、
管
理
設
備

の
機
能
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
関
連
す
る
市
道

や
周
辺
整
備
等
の
工
事
を
行
い
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
ダ
ム
の
本
格
運
用
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
の
秋
そ
ば
は
、
昨
年
に
比
べ
て

豊
作
で
し
た
。
現
在
乾
燥
中
の
そ
ば
の

実
は
、「
ま
つ
り
」に
合
わ
せ
て
そ
の
時

を
待
っ
て
い
ま
す
。
水
の
冷
た
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、「
そ
ば
」
の
味

を
一
層
引
き
立
て
、
色
づ
く
山
々
が
そ

の
薬
味
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

荒
川
新
そ
ば
ま
つ
り
で
、
武
甲
山
を

眺
め
な
が
ら
の
秋
の
一
日
、
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

11
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

�
�
�　

荒
川
総
合
運
動
公
園
特
設
会

場内�

容

○
�
�
食
事
処　

限
定
３
，
５
０
０
食

○
�
�
特
産
品
�
土
産
品　

農
産
物
加

工
食
品
な
ど
の
販
売

○
郷
土
芸
能
実
施

※
当
日
は
、
西
武
秩
父
駅
、
武
州
中
川

駅
か
ら
会
場
ま
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
運
行
し
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

荒
川
新
そ
ば
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
荒
川
商
工
会
）

　

☎
54―

１
０
５
９

合
併  

秩
父
市
誕
生
記
念

第
12
回
荒
川
新
�
�
�
�
�

夜祭ごみクリーン作戦
参加者募集

　　～夜祭ごみの分別作業への
参加にご協力ください～　

　12月２日、３日に行われる秩父夜祭では、例年排出
されるごみは約30トンにもなります。夜祭ごみは、道
路や公園などに多量に散乱し、市では業者に委託して
処理をしています。しかし、ごみの分別作業に人手が
不足し、夜祭ごみの対応に苦慮しています。

　さらに、今年は夜祭
が週末に当たりますの
で、観光客の増加とと
もに、ごみ処理量と費
用がさらに増大するこ
とは必至の状態です。
　そこで、今年の夜祭
のごみ処理は、「夜祭
ごみクリーン作戦」と
して、ごみの分別作業

にご協力をいただけるボランティアの市民の皆さんを
募集します。皆さんの生活環境を速やかに夜祭前の快
適な状態に回復するとともにごみ処理費用の削減を図
るため、多く皆さんのご協力をお願いします。
と　き　12月４日㈰午前６時～７時30分
ところ　秩父公園脇の児童公園
作業内容　ごみの分別作業および公園の清掃等
持ち物　掃除用具（ゴム手袋等）を各自持参
※ ご参加をいただける方は、当日、現地に集合してく
ださい。

問い合わせ　生活衛生課　☎２５－５２０２（直通）

滝
沢
ダ
ム

試
験
湛
水
が

開
始
さ
れ
ま
し
た

❽

みなさんのご協力を
お願いします

試験湛水が始まった滝沢ダム



　

10
月
９
日
、
下
吉
田
に
あ
る
椋
神
社

で
龍
勢
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

龍
勢
は
、
椋
神
社
秋
の
例
大
祭
の
付

け
祭
り
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
26
流
派
が
35
本
の
龍
勢

を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
３
本
の
龍
勢
は
、「
新
秩

父
市
誕
生
記
念
」
と
し
て
、
旧
秩
父
市
、

大
滝
村
、
荒
川
村
の
特
色
を
表
現
し
た

も
の
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
14
本

の
龍
勢
に
は
、「
背し
ょ
い
も
の

負
物
」
に
市
内
の

小
学
校
の
児
童
た
ち
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
つ
け

ら
れ
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
衆

は
延
べ
４
万
人
に
も
の
ぼ
り
、
新
秩
父

市
誕
生
後
初
の
龍
勢
祭
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
も
各
流
派
の
打
ち
上
げ

技
術
を
競
う
「
龍
勢
打
上
げ
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
実

施
さ
れ
、

次
の
３
流

派
が
栄
光

を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

龍
勢
打
上
�

�
�
�
�
�
結
果

優�

勝�

上
蹴
翔
舞
流

�
祝
合
併�

秩
父
号
!!
�

準
優
勝�

武

甲

雲

流

�
大
空
�
輝
�  

武
甲
�
華  

夫
婦
舞
�

第
�
位�

櫻�

龍�

会

�
�祝
合
併�
森
�
水
�
神
幸
�
�
�
�
�
大
滝
�

�
秋
雲
�
突
�
抜
�
天
�
�

�
龍
勢
祭
�
盛
大
�
開
催

　

10
月
２
日
、
大
野
原
の
文
化
体
育
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
合
併
秩
父
市
誕
生
記

念
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
元
気
に
な
ろ
う
！
健
康
大
作
戦
〜
」

が
行
わ
れ
、
約
２
，
５
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
、

各
種
団
体
に
よ
る
体
験
種
目
や
演
舞
、

小
学
生
対
抗
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
、
一

般
団
体
対
抗
種
目
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
、
日

ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
り
な
い
方
に
も

気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
福

祉
団
体
の
手
作
り
品
の
販
売
の
ほ
か
、

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
の
設
置
や
ピ
エ
ロ
に
よ

る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
な
ど

を
開
催
し
、

楽
し
い
催
し

と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
各

対
抗
種
目
の

結
果
は
、
次

の
と
お
り
で

す
。

�
小
学
生
対
抗
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１
位　

原
谷
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
位　

原
谷
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
位　

秩
父
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア

一
般
団
体
対
抗
種
目

�
玉
入
�
�

１
位　

女
性
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
連
盟

２
位　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

３
位　

宮
本
町
会

�
�
�
�
回
�
�
�
�
�

１
位　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

２
位　
秩
父
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

３
位　

宮
本
町
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１
位　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

２
位　

宮
本
町
会

３
位　

大
野
原
町
会

担�

当　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25―

５
２
３
０
（
直
通
）

合併 秩父市誕生記念

市民スポーツ

フェスティバル
～元気になろう！　　　　
　　　　　　健康大作戦～

が開催されました

　吉田コミュニティ協議会では、財団法人
自治総合センターが実施している平成17年
度宝くじ助成を受けて、地域のコミュニ
ティ活動に利用できる「わた菓子機」や「か
き氷機」、「ポップコーン機」、「たこ焼器」
を購入しました。
　この事業は、地域のコミュニティの健全
な発展を図るため、宝くじの売上げの一部
を原資として、コミュニティで行われる各
種活動を支援するものです。
問い合わせ　吉田総合支所総務課
　　　　☎７７－１１１３（直通）

コミュニティ助成事業で
わた菓子機などを購入しました

❾

優勝した上蹴翔舞流の皆さん



住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

申
請
者
の
追
加
募
集
を
し
ま
す

　

新
秩
父
市
の
誕
生
に
よ
る
「
ま
ち
輝

き　

む
ら
際
だ
つ
」
施
策
の
一
環
と
し

て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
ま
だ
余

裕
が
あ
る
た
め
追
加
募
集
し
ま
す
。

対�

象

①
秩
父
市
民
で
あ
り
、
市
税
に
未
納
が

な
い
こ
と

②
申
請
者
の
居
住
用
住
宅
で
あ
る
こ
と

③
こ
の
工
事
に
関
し
て
市
の
他
の
助
成

制
度
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
平
成
15
年
度
・
16
年
度
に
お
い
て
、

こ
の
助
成
金
を
受
け
た
方
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

対
象
工
事

①
工
事
費
は
20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

（
消
費
税
を
除
く
）

②
業
者
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市

に
業
者
登
録
し
て
い
る
こ
と

③
住
宅
環
境
の
改
善
に
関
す
る
工
事
で

あ
る
こ
と

工
事
例　

畳
の
取
換
え
、
襖
の
張
替
え
、

外
壁
工
事
、
屋
根
工
事
、
台
所
・
風
呂

等
改
修
工
事
、
内
装
工
事
、
カ
ー
ポ
ー

ト
設
置
工
事
、
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
居

住
用
住
宅
に
関
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

助
成
金
�
額　

工
事
費
20
万
円
以
上

（
消
費
税
を
除
く
）
に
つ
い
て
一
律
５

万
円
と
す
る
。

申
請
受
付
日
時　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
定
員
に
達
す
る
ま
で
随

「催眠商法」にご用心!
～ただほど高いものはない！～

　街角でチラシを配ったり、販売員が家庭
を訪問したりして主婦やお年寄りを仮設の
会場などに集め、最初は安い日用品などを
先に手を挙げた人にプレゼントします。
　「これ欲しい人」「はいっ！」「それでは、
そこの元気なあなたにプレゼント！」を
延々と繰り返し、手を挙げれば何かもらえ
るという雰囲気にします。そして「この80
万円の超高級羽毛布団。特別に35万円で欲
しい人」「はいっ！」しまった！と思った
らもう手遅れ。取り消そうとすると販売員
は脅すし逃げられない。
　こういった商法による被害が全国的に多
発しています。自分だけは大丈夫と思って
いても、このような場合、私たちは正常な
判断力を保つことはできません。『ただほ
ど高いものはない』と肝に銘じ、必要がな
ければ会場に行かない、必要のないものは
きっぱり断り、署名・押印をうかつにしな
いことが重要です。
　また、購入を迷ったときは身近な人に相
談することをお勧めします。
困ったときはお気軽に相談窓口へ

　悪質商法の被害に遭われたとき、その他
消費生活に関する疑問・苦情等ありました
ら、お早めにご相談ください。相談内容の
秘密は厳守します。
　なお、消費者の方からの相談に限ります
ので、事業者の方はご遠慮ください。
相談窓口　市民生活課
　　　　　☎２５―５２００（直通）

時
受
け
付
け
ま
す
。）

受
付
場
所　

市
民
生
活
課
、
各
総
合
支
所

市
民
支
援
課

※ 

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　次の方々から、社会福祉のために寄附
をいただきました。温かな善意に感謝し、
ご紹介します。（平成17年９月）

▼９日、秩父鉄道㈱(荒舩重敏社長)か
ら10万円 ▼25日、自由新聞社(落合紘
子主幹)から10万円 ▼26日、秩父札所
17番定林寺(門間義一代表)から小太
鼓３個、太鼓台３個等 ▼26日、桜木
町青年会(岩崎隆会長)から和太鼓１個

ご寄附ありがとうございました

くらしの情報

　

10
月
14
日
、
秩
父
市
と
三
国
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
は
、「
災
害
時

に
お
け
る
救
援
物
資
提
供
に
関
す
る
協

定
書
」
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
秩
父
市
内
に
お
い
て

地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
場
合
に
、
同

社
が
市
内
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
地

域
貢
献
型
自
動
販
売
機
の
機
内
在
庫
品

の
無
償
提
供
お
よ
び
飲
料
水
の
優
先
的

な
安
定
供
給
等
が
受
け
ら
れ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
災
害
時
の
各
分
野

に
お
け
る
協
力
体
制
の
整
備
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

担�

当　

危
機
管
理
課

　

☎
22―

２
２
０
６
（
直
通
）

「
災
害
時
に
お
け
る

  

救
援
物
資
提
供
に

    

関
す
る
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た

10

協定書を取り交わした三国コカ・
コーラボトリング㈱取締役執行
役員 原 義之氏と栗原市長



平成17年９月分　公共工事の発注状況を公表します

契約日 完成予定日 工　　事　　名 事業場所 予定価格
（税込/円）

契約金額
（税込/円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎
１日 ２月28日 農業集落排水統合補助事業処理施設（電気）工事 久那地内 36,960,000 36,120,000 97.73 共和電機㈱ 農業振興課

25-5210（直通）

８日 ２月28日 農業集落排水統合補助事業処理施設（機械）工事 久那地内 126,000,000 119,490,000 94.83 昭和エンジニアリング㈱
農業振興課
25-5210（直通）

14日 平成19年
12月10日 塚越浄水場高度浄水施設整備工事 上吉田地内 370,650,000 364,875,000 98.44 鹿島建設㈱ 水道部吉田事務所

72-6085（直通）

15日 ３月10日 幹線６号線道路改築工事２工区 蒔田地内 59,325,000 58,590,000 98.76 ㈱サンセイ 道路課
25-5213（直通）

15日 ３月10日 幹線６号線道路改築工事３工区 蒔田地内 50,820,000 49,980,000 98.35 国進建設㈱ 道路課
25-5213（直通）

22日 ２月10日 大輪広場整備工事 大滝字大輪地内 11,025,000 10,500,000 95.24 ㈱磯田建設 大滝総合支所地域整備課
55-0861（直通）

22日 ２月24日 大野原２号汚水枝幹線築造工事C工区 大野原地内 28,035,000 27,405,000 97.75 ㈱山口組 下水道課
25-5218（直通）

22日 ３月10日 市道大滝幹線８号線道路改築工事 大滝字神岡地内 28,770,000 28,140,000 97.81 ㈱下山工務店 大滝総合支所地域整備課
55-0861（直通）

29日 12月９日 中央358号線道路舗装工事 東町・中町地内 6,510,000 6,195,000 95.16 ㈱山口組 道路課
25-5213（直通）

29日 １月20日 下水道管渠築造工事７工区 大野原地内 10,710,000 10,185,000 95.10 浅見建設工業㈱ 下水道課25-5218（直通）

29日 １月26日 大田367・369・372号線道路改築工事 太田地内 9,660,000 9,450,000 97.83 ㈱林組 道路課
25-5213（直通）

29日 １月26日 幹線66号線道路改良工事 定峰地内 6,363,000 6,247,500 98.18 ㈲山長建設 道路課
25-5213（直通）

29日 １月31日 腰田堀改修工事 日野田町地内 19,320,000 18,900,000 97.83 ㈱ダイショウ ダム河川課
22-2496（直通）

29日 １月31日 下水道管渠築造工事１工区 大野原地内 15,330,000 14,910,000 97.26 ㈱山本組 下水道課
25-5218（直通）

29日 ３月７日 幹線11号線道路改築工事 山田地内 24,570,000 23,730,000 96.58 駒井建設興業㈱ 道路課25-5213（直通）

市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　２５－５２１６（直通）

（競争入札）

　

埼
玉
県
知
事
よ
り
、
国
民
保
護
法
第

１
４
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
避
難
施

設
と
し
て
左
記
の
施
設
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
市

民
を
避
難
・
救
援
す
る
た
め
の
避
難
施

設
に
つ
い
て
は
、
同
法
同
条
同
項
に
基

づ
き
知
事
が
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
避
難
施
設
に
つ
い
て
は
、
主

に
地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る

避
難
施
設
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

危
機
管
理
課　

　

☎
22―

２
２
０
６
（
直
通
）

国
民
保
護
法
に
規
定
す
る

避
難
場
所
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

国民保護法第148条第１項に規定する避難施設
指定番号 施設名称 施設所在地

秩父市-002-1 秩父第二中学校 上町3-13-48
秩父市-003-1 花の木小学校 上町2-21-37
秩父市-004-1 南小学校 野坂町2-14-29
秩父市-005-1 秩父宮記念市民会館 熊木町8-18
秩父市-006-1 西小学校 金室町9-46
秩父市-007-1 秩父第一中学校 滝の上町9-22
秩父市-008-1 秩父第一小学校 上宮地町36-11
秩父市-009-1 文化体育センター 大野原1470
秩父市-010-1 原谷小学校 大野原2991
秩父市-011-1 尾田蒔小学校 寺尾2375
秩父市-012-1 高篠小学校 山田2619
秩父市-013-1 大田小学校 太田1656
秩父市-014-1 影森小学校 下影森1104
秩父市-015-1 久那小学校 久那2183-1
秩父市-016-1 秩父公園 熊木町730-1
秩父市-017-1 宮地グラウンド 上宮地町
秩父市-018-1 羊山公園 大宮6267
秩父市-019-1 秩父聖地公園 上の台
秩父市-020-1 原谷グラウンド 大野原
秩父市-022-1 吉田小学校体育館 下吉田3833
秩父市-023-1 吉田取方総合運動公園体育館 下吉田481
秩父市-024-1 阿熊集落センター 吉田阿熊965
秩父市-025-1 上の原集落センター 下吉田2808
秩父市-026-1 吉田中学校体育館 下吉田6402-1

指定番号 施設名称 施設所在地

秩父市-027-1 吉田農村環境改善センター（やまなみ会館） 下吉田6557-1

秩父市-028-1 吉田高齢者生産活動センター 上吉田1763
秩父市-029-1 上吉田運動公園体育館 上吉田3352-1
秩父市-030-1 吉田元気村 上吉田4942-1
秩父市-031-1 石間交流館 吉田石間2620-1
秩父市-032-1 吉田小学校太田部分校 吉田太田部664-2
秩父市-033-1 大滝中学校 大滝4038
秩父市-034-1 大滝小学校 大滝1999
秩父市-035-1 大滝神庭交流広場 大滝790-1
秩父市-038-1 荒川総合運動公園 荒川上田野245-1
秩父市-039-1 荒川東小学校 荒川上田野1755
秩父市-040-1 荒川中学校 荒川日野23
秩父市-041-1 荒川幼稚園 荒川日野87-1
秩父市-042-1 荒川公民館 荒川日野76-1
秩父市-043-1 荒川農村環境改善センター 荒川日野70-1
秩父市-044-1 荒川西小学校 荒川贄川840
秩父市-001-2 秩父高等学校 上町2-23-45
秩父市-021-2 秩父ミューズパーク 長尾根

秩父市-036-2 彩の国さいたま人づくり広域連合自治セミナーハウス体育館 荒川贄川322-3

秩父市-037-2 彩の国さいたま人づくり広域連合自治セミナーハウス体育館 荒川白久593-1

秩父市-046-2 秩父農工科学高等学校 大野原2000
秩父市-045-2 秩父養護学校 大宮5676-1

11



�

以
前
�
比
�
�
�
良
�
�
�
�
�
�

�
思
�
�
�
�
�
�
�
�
�
人
�
態
度

�
�
職
員
全
員
�
態
度
�
見
�
�
�
�

�
�
�
�
�
各
人
�
�
�
少
�
気
�
�

�
�
�
�
�
�
� 
�
匿
名
�

　

秩
父
市
役
所
は
、「
株
式
会
社
あ
い

さ
つ
」
と
い
う
企
業
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
あ
い
さ
つ
や
窓
口
で
の
懇

切
丁
寧
な
応
対
を
重
視
し
、
あ
い
さ
つ

の
仕
方
・
電
話
で
の
応
対
・
こ
と
ば
づ

か
い
な
ど
に
つ
い
て
職
員
が
日
々
の
行

動
を
振
り
返
り
、
悪
い
点
は
直
し
て
い

く
と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
ご
指

摘
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ

十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
職
員
が
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、引
き
続
き
グ
ッ

ド
マ
ナ
ー
の
推
進
活
動
や
職
員
研
修
を

通
じ
て
職
員
の
接
遇
レ
ベ
ル
を
更
に
向

上
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
市
役
所
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
�
投
書
�
�
問
�
合
�
�

　

人
事
課

　

☎
22―
２
２
０
７
（
直
通
）

投
書
箱
担
当　

秘
書
課

　

☎
22―
２
２
０
１
（
直
通
）

多
量
�
水
�
使
�

�

製
造
業
事
業
所
�

��

水
道
料
金
�

一
部
助
成
�
�
�

　

市
で
は
、
多
量
の
水
を
使
用
す
る
製

造
業
の
事
業
所
を
対
象
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。
次
の
事
項
を
満
た
す
と
思

わ
れ
る
事
業
者
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
�
�
�
助
成
金
額

　

市
内
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所
に
お

い
て
、
今
年
１
月
か
ら
12
月
に
行
っ
た

検
針
に
よ
り
確
認
し
た
年
間
水
道
使
用

量
が
１
２
，
０
０
０
㎥
を
超
え
た
分
に

対
し
、
１
㎥
当
た
り
10
円
を
補
助
し
ま

す
。
た
だ
し
、
明
ら
か
に
製
造
工
程
に

関
わ
ら
な
い
水
道
使
用
量
分
は
除
外
し

ま
す
。
ま
た
、
限
度
額
は
２
０
０
万
円

で
す
。

�
�
他　

正
式
な
申
請
は
、
12
月
の
検

針
後
、
来
年
１
月
末
ま
で
に
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

旧
秩
父
市
内
の
事
業
所
で
以
前
に
対

象
と
な
っ
た
事
業
所
に
つ
い
て
は
連
絡

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
�
合
�
�　

工
業
振
興
課

　

☎
22―

３
４
２
８
（
直
通
）

職
員
の
言
葉
遣
い

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
県
や
市
で
は
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
で
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
家
庭
用
品
に
つ
い

て
公
表
（
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/press/

20050912006/20050912006.htm
l

）

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
製
品
に
つ

い
て
は
、
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
き
、

通
常
の
使
用
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散

の
可
能
性
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
質
問
な
ど
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２

　

秩
父
環
境
管
理
事
務
所

　

☎
23―

１
５
１
１

�
健
康
相
談
�
�
�
�

　

秩
父
保
健
所

　

☎
22―

３
８
２
４

�
建
築
物
�
建
築
資
材
�
関
�
�
�
�

　

市
役
所
建
築
住
宅
課

　

☎
25―

５
３
１
４

�
廃
棄
�
関
�
�
�
�

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　

☎
23―

２
４
８
９

アスベスト
問題の
対応に
ついて

日 月 火 水 木 金 土
11/10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 12/1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17

平日夜間窓口 日曜日窓口 休日窓口

11月10日・24日
12月８日 11月27日 11月27日を除く土・日・祝

17時15分
～19時15分

８時30分
～17時15分 ８時30分～17時15分

市民課、保険年金課、
こども課、収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登
録・証明、所得課税証明など
税証明の発行

③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付

……などの業務

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行
③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※ 上記の業務以外は行
いません。

舎庁本の月11 12・

※ 日曜日・休日窓口の正午～午後２時は、大変混雑します。

手続きに時間がかかる場合がありますので、あらかじめご

了承ください。なお、他の時間帯は、円滑に発行・対応で

きますので、ご協力をお願いします。

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

12



済

無料相談室無料相談室
相談名 相　　談　　日 会　場 相　談　員

法 律

12月６日㈫・15日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

弁護士
12月13日㈫
10時～15時

吉田総合支所
（振興会館）

※要電話予約
11月21日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権
毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

12月６日㈫　13時～16時 大滝総合支所

行 政

11月21日㈪
12月19日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
12月５日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
11月14日㈪
12月12日㈪ 荒川総合支所

11月28日㈪
12月26日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月・水・金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 12月13日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 11月16日㈬・12月21日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 11月14日㈪・12月５日㈪
10時～15時

税務相談官
税理士

土 地 建 物 12月20日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について 11月24日㈭・12月22日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 11月22日㈫・12月27日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 11月11日㈮・12月９日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25-5200（直通）☎22-2211内線1322・1323

�
�
�
�

●
は
ず
む
心
で
・
・
・

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
キ
ャ
ッ
チ
」

●
め
ん
こ
バ
ス
ケ
ッ
ト

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
１
７
回

  

み
や
の
か
わ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

11
月
19
日
�
土
�
午
後
７
時
�

●
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

●
特
別
福
引
大
会

　

市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
第
２
１
７
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

の
福
引
き
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

��

�　

11
月
19
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�　

き
の
じ
や
向
い　

福
引
所

※
お
一
人
様
１
回
限
り

※
先
着
１
，０
０
０
名
様
限
り

● 

そ
の
他
、
当
日
会
場
は
イ
ベ
ン
ト
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
、

あ
そ
び
に
お
い
で
よ
。

秩
父
市
中
心
市
街
地
活
性
化
施
策

散
策
サ
イ
ン
開
運
案
内
板

「
ど
こ
い
く
べ
ぇ
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

締
切
迫
�
�
11
月
30
日
㈬
�
�

　

あ
な
た
も
開
運
巡
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
「
ど
こ
い
く
べ
ぇ
」
を
巡
っ
て
、

開
運
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

詳
し
く
は
、
市
内
観
光
案
内
所
・
主

な
観
光
施
設
等
に
応
募
チ
ラ
シ
が
置
い

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

散
策
サ
イ
ン

開
運
案
内
板
「
ど
こ
い
く
べ
ぇ
」

第
2
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

街
中
の
サ
イ
ン
を
巡
り
「
四
季
の
秩

父
の
彩
り
」
を
あ
な
た
の
カ
メ
ラ
ア
ン

グ
ル
に
お
さ
め
て
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

12
月
12
日
㈪
〜

　

平
成
18
年
１
月
31
日
㈫

※
撮
影
時
に
は
交
通
事
故
等
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
務
局

（
☎
22―

４
４
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.chichibu-cci.or.jp/

�
�
�
�
�
�
�
�
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月の11・12
相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282ｆ22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日曜・祝日・年末年
始を除く）９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
ｆ22－7055土曜　９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ｆ22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・
祝日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時
ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土･日･祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所
毎月第1･3月曜 9時～16時

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中小企業者
向け金融経営

12/14 13時～16時30分
※前々日までに要予約
会場　歴文館５階第２会議室

商業振興課
☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 福祉女性会館 12/10
13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と

高篠公民館 11/17
吉田事務所 11/24
福祉女性会館 12/１
荒川事務所 12/８
13時～16時



市民文芸
�
評
�山
口
千
代
子
さ
ん
の
作
品
は
、蜩
の
声
と
厨
の
灯
を
衝
撃
さ
せ
、主
婦
の
日
常
を
浮
彫
に
し
ま
し
た
。
福
田
み
つ
さ
ん
は
、

風
土
の
中
に
生
き
る
力
を
発
見
し
ま
し
た
。
坂
本
公
平
さ
ん
は
、
洒
脱
な
僧
を
描
い
て
、
秋
の
清
澄
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

山
中
伊
世
子
さ
ん
の
作
品
で
は
、
旺
盛
な
孕
み
牛
の
姿
態
を
表
白
し
て
、
感
動
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
し
た
。
岩
田
巻
太
郎
さ
ん

は
、
花
木
槿
の
表
情
を
凝
視
し
て
季
節
の
移
り
変
り
に
心
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
竹
村
ハ
ク
さ
ん
は
、
日
常
の
中
に
楽
し
さ

を
把
握
し
ま
し
た
。
今
井
利
彦
さ
ん
は
、
木
犀
の
香
り
を
捉
え
て
佳
句
と
し
ま
し
た
。
他
の
作
品
も
気
骨
を
感
じ
ま
す
。

か
な
か
な
に
急
か
さ
れ
厨
灯
し
け
り

下
影
森　

山
口
千
代
子

遠
浅
間
峡
に
住
古
り
胡
麻
た
た
く

道
生
町　

福
田　

み
つ

袈
裟
脱
ぎ
て
僧
も
一
座
の
秋
彼
岸

大
野
原　

坂
本　

公
平

露
の
竹
む
さ
ぼ
り
食は

め
る
孕
み
牛

荒
川
日
野　

山
中
伊
世
子

風
立
ち
て
木
槿
い
さ
さ
か
疲
れ
け
り

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

無
花
果
を
配
り
楽
し
む
老
婆
か
な

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

木
犀
の
香
る
四
畳
の
読
書
か
な

荒
川
白
久　

今
井　

利
彦

老
い
た
り
と
言
へ
ど
も
し
か
と
稲
架
を
組
む

上
宮
地
町　

黒
澤　

敏
江

老
い
て
な
ほ
精
を
出
し
た
し
草
を
抜
く

太　

田　

冨
田
マ
リ
子

明
易
や
征
き
た
る
南
溟
戦
史
読
む

下
吉
田　

小
柏　

太
郎

今月の応募作品
俳句　  89句
短歌　  62首

アイドルみたいでしょ!? ちょっぴり笑顔で
ハイ、チーズ！

（下影森） （下影森）

　

１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ
ン

ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
企
画
広
報
課
（
熊
木
町
８―

15
）

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
対
象
年
齢
を
超
え
る
ま
で
は
、
翌
月

の
抽
選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち

ぶ
」
に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、市内熊木町８－15、秩父市役所企画広報課へ、　必ず官
製はがきでお送りください。（11月末締切り分→１月号に掲載）

　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

俳　
　
　

句 

竹
内
弥
太
郎　

選　

小
雨
降
る
裏
の
山
よ
り
今
宵
ま
た
哀
れ
仔
鹿
の
母
恋
い
て
鳴
く

上
吉
田　

宮
川　

ナ
ヲ

夕
っ
日
の
染
む
る
川
面
に
さ
ざ
な
み
の
き
ら
き
ら
立
て
り
リ
ズ
ム
持
つ
が
に

上
影
森　

塚
田　

和
代

夕
焼
け
を
使
い
き
る
ま
で
畑
に
居
て
種
蒔
き
終
え
て
帰
路
は
夕
闇

大
野
原　

坂
本　

公
平

招
か
れ
て
月
見
の
会
の
舟
下
り
友
の
情
け
の
満
月
を
見
し

中
宮
地
町　

岸
野
マ
ツ
子

久
び
さ
に
集
う
姉
妹
の
丸
き
背
が
秋
の
彼
岸
の
墓
を
囲
み
ぬ

小　

柱　

設
楽　

キ
マ

高
野
山
宿
坊
の
中
静
ま
り
て
聖
地
の
夜
の
雨
の
音
聞
く

上
吉
田　

中
島
美
智
子

紅
葉
の
名
残
り
を
の
こ
す
山
山
を
遠
く
眺
め
つ
秩
父
路
を
行
く

大　

滝　

千
島　

愛
作

八
十
路
と
喜
寿
迎
え
し
夫
婦
が
孫
の
待
つ
福
岡
の
街
へ
と
羽
田
飛
び
立
つ
吉
田
石
間　

新
井
喜
久
次

年
毎
に
人
数
減
り
ゆ
く
ク
ラ
ス
会
出
ら
れ
る
幸
せ
し
み
じ
み
語
る

下
影
森　

堀
口
キ
ミ
ヱ

母
の
手
に
わ
が
手
を
重
ね
お
休
み
と
面
会
時
間
足
早
に
過
ぐ

桜
木
町　

木
村　

一
枝

�
評
�
宮
川
さ
ん
、も
う
長
い
歌
歴
を
持
つ
方
の
よ
う
で
上
手
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
強
い
て
言
え
ば
「
哀
れ
」
は
言
わ
ず
「
仔

鹿
の
母
を
恋
い
て
鳴
く
声
」
位
に
す
る
と
深
み
が
増
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

坂
本
さ
ん
、
夕
焼
け
を
使
い
き
る
と
夕
闇
が
来
る
の
は
当
然
な
の
で
、
結
句
を
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
四
句
の
「
終

え
て
」
を
「
終
え
ぬ
」
に
す
る
と
何
か
浮
か
ん
で
く
る
と
思
い
ま
す
。
上
句
は
大
変
結
構
で
す
。

　

助
詞
を
変
え
た
り
、
句
の
順
を
入
れ
替
え
た
り
、
多
少
手
を
加
え
た
作
品
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
分
の
控
と
比
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
応
募
作
品
が
増
え
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

短　
　
　

歌 

新
井　

悦
子　

選　

戸塚　菜
な

月
つき

 ちゃん 長谷川　叶
と

和
わ

 くん
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が
で
き
ま
す
。
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド

（
４
ケ
タ
）
が
必
要
で
す
。
パ
ス
ワ
ー

ド
の
登
録
に
は
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
と

身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

https://library.city.chichibu.lg.jp

（
パ
ソ
コ
ン
用
）

https://library.city.chichibu.lg.jp/
i/ihom

e.htm
l

（
携
帯
電
話
用
）

　

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
貸
出
点
数
�
変
更
�
�
�
�

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
に
伴

い
、
貸
出
点
数
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
�
雑
誌
�
紙
芝
居
�
�
�
�
�
�
�
�

10
点
ま
で

�
� 

５
点
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

３
点
ま
で

合
計
10
点
ま
で

※ 

合
計
点
数
は
市
内
の
全
図
書
館
で
の

貸
出
点
数
を
合
計
し
た
も
の
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
貸
出
期
間
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

�
催
�
物
�
�
知
�
�

�
秩
父
図
書
館
�

�
�
�
�
�
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

11
月
12
・
26
日
、
12
月
10
・
24
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

�
第
�
�
�
回
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

題�

名　
『
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
赤
い
屋
根
』

 （
１
９
７
８
年  
日
本  

１
０
８
分
）

製�

作　

山
田
洋
次

�
図
書
館
�
�
�
�
統
合
�
伴
�

�

図
書
館
利
用
�
�
�
�
引
�
換
�

　

こ
の
度
、
秩
父
市
立
図
書
館
（
秩
父

図
書
館
・
荒
川
図
書
館
・
吉
田
分
館
・

大
滝
分
館
）
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

統
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

は
、
今
ま
で
秩
父
図
書
館
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
た
カ
ー
ド
に
統
一
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
荒
川
図
書
館
・
吉
田

分
館
の
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

カ
ー
ド
の
発
行
を
受
け
た
図
書
館
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
秩
父
市
立
図
書
館

の
カ
ー
ド
が
未
発
行
の
方
に
は
、
そ
の

場
で
お
引
き
換
え
し
ま
す
。

�
新
�
�
�
�
�
�
開
設
�
�
知
�
�

　

図
書
館
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
新
し

く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
図
書
館

の
蔵
書
検
索
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
貸

出
中
の
資
料
に
は
予
約
を
入
れ
る
こ
と

監�

督　

熊
谷　

勲

出�

演　

上
條
恒
彦
、
丘
み
つ
子
、
寺

尾
聡
、
倍
賞
千
恵
子
、
太
宰
久
雄
ほ
か

内�

容　

若
い
女
先
生
の
久
慈
昭
子
は

胸
を
は
ず
ま
せ
て
赤
い
屋
根
の
分
校
に

着
任
し
た
。
夫
の
健
造
は
分
校
の
男
先

生
だ
。
昭
子
は
子
ど
も
た
ち
を
社
会
科

の
授
業
で
町
の
デ
パ
ー
ト
へ
連
れ
て
行

く
が
重
な
る
疲
労
で
倒
れ
て
し
ま
う
。

や
が
て
、
分
校
は
廃
校
が
決
ま
っ
た
。

男
先
生
と
女
先
生
は
、
村
人
と
相
談
し

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
そ
う
と･･･

。

◎
11
月
23
日（
水
・
祝
）午
後
１
時
30
分

◎
会
場
は
、
秩
父
図
書
館
２
階
で
す
。

◎ 

入
場
は
無
料
。
祝
日
上
映
で
す
。
ご

都
合
つ
け
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�
荒
川
図
書
館
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

11
月
８
日
、
12
月
13
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

�
�
�
�
�
会

　

11
月
26
日
、
12
月
17
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

�
映
画
会

演�

目　
「
潜
水
艦
に
恋
を
し
た
ク
ジ

ラ
の
話
」、「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
」、「
ね

ず
み
さ
ん
の
恩
返
し
」

◎
12
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分

◎
入
場
は
無
料
で
す
。

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】

秩
父
図
書
館

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

☎
22―
０
９
４
３

荒
川
図
書
館

　

秩
父
市
荒
川
日
野
66―

２

　

☎
54―

１
０
３
４

秩
父
図
書
館
吉
田
分
館

　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
６
９―

１

　

☎
77―

１
１
０
０

秩
父
図
書
館
大
滝
分
館

　

秩
父
市
大
滝
９
４
５

　

☎
55―

０
０
３
３

１ 木 17 土 大
２ 金 18 日 大
３ 土 秩・大 19 月 秩・荒・吉
４ 日 大 20 火
５ 月 秩・荒・吉 21 水
６ 火 22 木
７ 水 23 金 吉・大
８ 木 24 土 大
９ 金 25 日 大
10 土 大 26 月 秩・荒・吉
11 日 大 27 火
12 月 秩・荒・吉 28 水
13 火 29 木 秩･荒･吉･大
14 水 30 金 秩･荒･吉･大
15 木 31 土 秩･荒･吉･大
16 金

12月
10 木 21 月 秩・荒・吉
11 金 22 火
12 土 大 23 水 吉・大
13 日 大 24 木
14 月 秩・荒・吉 25 金
15 火 26 土 大
16 水 27 日 大
17 木 28 月 秩・荒・吉
18 金 29 火
19 土 大 30 水
20 日 大

11月

※秩…秩父図書館
　荒…荒川図書館
　吉…秩父図書館吉田分館
　大…秩父図書館大滝分館

�
11
月
10
日
�
12
月
31
日
�
休
館
日
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●【予防接種】（集団）

※ ＢＣＧを対象月齢内に接種できない方は、各保健
センターまでご相談ください。

●【健康相談】骨粗しょう症検診

　12月14日㈬　受付13：00～14：00
　医師の診察、骨密度測定、保健師による健康相談等
※ 事前に申込みが必要です。11月14日㈪から電話で
秩父保健センターへお申し込みください。（先着
45人）

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】＊予約制

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　12月19日㈪　10：00～11：30（受付９：30～）
　＊予約制
●【健康相談】

　12月８日㈭　13：30～15：00（受付）　
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方

　12月14日㈬　13：30～15：30　やまなみ会館
　＊初めての方は吉田保健センターへ申込み

●【育児相談・健康相談】

　12月６日㈫　13：00～15：00
　大滝総合支所内
※母子健康手帳・健康手帳を持参してください。
●【機能訓練会参加者募集】

対　象　40歳以上で機能訓練が必要な方
内　容　 保健師や理学療法士と一緒に、レクリエー

ションや個別訓練をしています。
※各保健センターに申込み
※詳しくは健康カレンダーをご覧ください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

● 【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さ

んとその保護者

　11月24日㈭・12月１日㈭
　９：30～11：10

● 【健康相談】一般市民　
　11月22日㈫　13：30～15：00　
● 【転倒予防教室】40歳以上の方

　12月９日㈮　13：30～15：30　荒川公民館
　＊健康手帳・屋内用運動靴を持参
●【ＢＣＧ予防接種】

　11月30日㈬　14：00～14：30
　対　象　満３か月～６か月未満
　＊母子健康手帳、予診票を持参

※平成17年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

種類 月　日 受付時間 対　象

三種混合 12月１日㈭
１月19日㈭ 13:15～14:30 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ 12月12日㈪
１月11日㈬ 13:15～14:30 満３か月～６か月未満

16

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、やまなみ会館）

大滝保健センターからのお知らせ

荒川保健センター会場（【転倒予防教室】は、荒川公民館）

月　日 受付時間 内　容 対　象

12月16日㈮ 13:15～
14:00

４か月児健診
10か月児健診

平成17年
7・8月生まれ
平成17年
1・2月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

12月７日㈬ 10:00～
11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

12月21日㈬ 13:00～
16:00

ことばの発達、
発音などに関
する個別相談

ことばの発達、
発音などに心
配のある幼児
とその保護者

月　日 受付時間 内　容 対　象

12月５日㈪ 10:00～
11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

11月30日㈬ 13:15～
14:00

乳児（４か月児・
10か月児）健診

平成17年
６・７月生まれ
平成16年
12月生まれ
平成17年
１月生まれ



●【予防接種】（個別）

　事前に委託医療機関に予約が必要です。
◎三種混合　満３か月～７歳６か月未満
　原則は集団予防接種ですが、委託医療機関でも受
けられます。
◎麻しん・風しん　満１歳～７歳６か月未満
※ 平成18年４月１日から、対象年齢が変更となりま
す。詳しくは10月号の市報をご覧ください。

●【成人のポリオ予防接種の追加接種について】

　昭和50～52年生まれの方は、他の年齢層に比べて
ポリオの免疫を保有している割合が低いことが厚
生労働省の調査で指摘され、追加接種をすることが
望ましいとされています。この年齢層の方で、希望
する方は、市立病院で接種できますので各保健セン
ターまでお申し込みください。（この場合は任意接
種となりますので、費用は自己負担となります。）
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）

　毎月１～７日（土、日、祝日を除く）に各保健セ
ンターで申込みを受け付けています。（胃がん検診・
子宮がん検診それぞれ先着200人）
　検診料を添えてお申し込みください。
●【言語リハビリ教室】

※初めての方は各保健センターへお申し込みくださ
い。
☆健康カレンダーには11月15日㈫の実施となってい
ますが、上記の日程に変更となりました。
★市内全保健センター合同での開催になります。
●【健康相談】

と　き　11月30日㈬　受付13：00～14：00
ところ　秩父保健センター
内　容　 医師による健康相談･血圧測定、歯科衛生

士によるブラッシング指導、尿検査、体内

脂肪測定、保健師・栄養士の相談、減塩み
そ汁の試飲、健康食の試食等

費　用　無料
持ち物　普段使っているハブラシ
 ※ 事前に秩父保健センターへ電話でお申し込みくだ
さい。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

● 【両親学級（妊娠前期）】妊娠４か月を過ぎた初

回妊婦さんとその家族

● 【両親学級（妊娠後期）】妊娠７か月を過ぎた初

回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。

17

秩父保健センター会場

月　日 受付時間 内　容 対　象

12月８日㈭ 13:00～
14:00 ３歳児健診 平成14年

８月生まれ

12月15日㈭ 13:00～
14:00

1歳６か月児
健診

平成16年
５月生まれ

12月20日㈫ 13:00～
14:00

乳児（４か月児）
健診

平成17年
７月生まれ

12月21日㈬ 13:00～
14:00

乳児（10か月児）
健診

平成17年
２月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

12月９日㈮ ９:30～
10:30

育児相談
身長・体重測定
赤ちゃん体操

乳幼児

月　日 時　間 内容（テーマ）
１
日
目

11月25日㈮ ９:30～12:00
（受付9:15～）

・「妊娠中の過ごし方」
・「ママの栄養と食事」

２
日
目

11月29日㈫ 13:30～16:00
（受付13:15～）

・歯科保健･歯科健診
・ブラッシング指導月　　日 会　　場 実施時間

11月28日㈪ 荒川保健センター
13：30～15：30

11月29日㈫☆ 吉田保健センター
12月13日㈫★ 荒川農村環境改善センター 10：00～14：30

月　日 時　間 内容（テーマ）

１
日
目

12月11日㈰

13:30～16:00
（受付13:15～）

・ 「赤ちゃんが生まれ
たら」

・ 「赤ちゃんのお風呂」
（沐浴実習）

２
日
目

12月16日㈮

・ 「安心して赤ちゃん
を迎えるために」（お
産の準備、呼吸法･
補助動作の実習、産
後の保健）

・ 母子保健サービスに
ついて



　

所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
一
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
等
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明
書

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
11

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
記
載

さ
れ
る
問
い
合
わ
せ
先
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

国 民 年 金

だ よ り
問い合わせ
●保険年金課国民年金担当 ☎25-5201
●吉田総合支所市民支援課 ☎72-6081
●大滝総合支所市民支援課 ☎55-0863
●荒川総合支所市民支援課 ☎54-2395

国
民
年
金
保
険
料
を

年
末
調
整
や
確
定
申
告

す
る
際
に

「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
等
の

証
明
書
の
添
付
や
提
示
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

　

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
23
か
所
の

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
中
央
年
金
相
談
室

の
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
て
い
た
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
10
月
31
日
㈪
か
ら

こ
れ
ま
で
各
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い

た
電
話
番
号
を
２
つ
の
全
国
共
通
電
話

番
号
に
集
約
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
り
効
率
化
を
図
る
サ
ー
ビ
ス
（�
�

�
�
�
�
�
�
�
�）
を
開
始
し
ま
す
。

�

全
国
�
�
�
�
�
�
�
次
�
番
号
�

�
�
�
�
�
�
�

○ 

年
金
を
受
け
る
手
続
き
な
ど
の
相
談

に
つ
い
て
は

　

☎
�
�
�
�―

�
�―

��

��

��
�

��

○ 

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の

年
金
相
談
に
つ
い
て
は

　

☎
�
�
�
�―

�
�―

��

��

��
�

��

＊
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

次
の
電
話
番
号
は
10
月
31
日
以
降
、

利
用
を
中
止
し
ま
す
。

・ 

埼
玉
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
�
�―

�
�
�―

�
�
�
�

・ 

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
中
央
年
金

相
談
室

　

☎
�
�―

�
�
�
�―

�
�
�
�

・ 

そ
の
ほ
か
、
全
国
の
年
金
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
電
話
を
全
国
の
年
金
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
、
回
線
の
空

い
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
し
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
で
６
０
０
回
線
を
超
え

る
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

　

通
話
料
金
の
ご
負
担
に
つ
い
て

は
、
一
般
固
定
電
話
の
場
合
、
接
続
先

に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料
金
の
み
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

�
�
利
用
�
�
�
�
�
�

１
．
電
話
機
の
設
定
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
電

話
機
の
種
類
に
よ
っ
て
は
ご
利
用
に

な
れ
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
、
他

の
電
話
機
で
お
か
け
直
し
い
た
だ
く

か
、
社
会
保
険
事
務
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

２
．
国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金
の
加

入
や
保
険
料
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
引
き
続
き
埼
玉
社
会
保
険
事

務
局
秩
父
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
相
談
者
の
確
認
の
た
め
に
次
の
よ

う
な
点
を
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

�
相
談
者
�
�
本
人
�
場
合

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年

金
番
号
な
ど

・ 

相
談
者
�
�
家
族
�
場
合

　

右
記
の
ほ
か
、
ご
家
族
の
氏
名
・
生

年
月
日
・
基
礎
年
金
番
号
・
ご
本
人

と
の
続
柄
・
ご
本
人
が
直
接
相
談
で

き
な
い
理
由
な
ど

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
職
員
ま
た

は
国
民
年
金
推
進
員
が
身
分
証
明
を
携

帯
し
て
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
国
民
年

金
制
度
の
ご
案
内
、
届
出
の
相
談
や
保

険
料
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

土
日
や
夜
間
に
お
伺
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
社
会
保
険
事
務
局
秩
父

事
務
所
☎
22―

４
４
２
５

10
月
31
日
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

始
�
�
�
�
�

社会保険事務所

からの

お知らせ

国
民
年
金
推
進
員
�

各
家
庭
�
訪
問
�
�
�
�
�

18



（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
�
合
�
�　

収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

対�

象

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
埼
玉
県
知
事

か
ら
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

支
給
額　

年
３
，
０
０
０
円

手
続
�

　

指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
印
鑑
お

よ
び
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）
を
持
っ

て
、
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
社
会
福
祉
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�

　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

５
２
０
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

対�

象

　

県
の
指
定
医
療
機
関
で
体
外
受
精
ま

た
は
顕
微
授
精
の
治
療
を
受
け
た
県
内

在
住
の
法
律
上
の
夫
婦
で
、
前
年
の
夫

婦
の
所
得
合
計
額
が
６
５
０
万
円
未
満

の
方

内�

容　

年
額
10
万
円
を
上
限
に
、
通

算
２
年
間
助
成

手
続
�　

原
則
と
し
て
治
療
を
行
っ
た

年
度
内
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請

申
請
窓
口　

住
所
地
を
管
轄
す
る
県
保
健

所
・
支
所

問
�
合
�
�　

各
地
域
の
県
保
健
所
・
支
所

ま
た
は
県
こ
ど
も
安
全
課
（
☎
０
４
８

―

８
３
０―

３
５
６
１
）
へ
。

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
し
く
案

内
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
A
03/BG00/seidonoannnai.htm

l

利
用
�
�
�
方

　

世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０
万
円

（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）
以
内

の
保
護
者
の
方

対
象
�
�
�
学
校

・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
、
大
学
院
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
、
予
備
校
な
ど

・
外
国
の
高
等
学
校
、
大
学
な
ど
（
６

か
月
以
上
の
留
学
）

融
資
額　

１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以

内利�

率　

年
１
．
65
％

　
　
　
　
（
平
成
17
年
10
月
18
日
現
在
）

使
�
�
�　

入
学
時
・
在
学
時
の
費
用（
入

学
金
、
授
業
料
、
住
居
費
用
、
学
校
納

付
金
な
ど
）

返
済
方
法　

10
年
以
内
毎
月
元
利
均
等
返

済

国
民
健
康
保
険
税�
�

第
�
期
分

納
期
限
は
11
月
30
日
㈬
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
10
日
ま
で
に
申
込
み
を
さ
れ
た

方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
方
は
、
翌
月
か
ら
振
り
替

え
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

27
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

据�

置　

在
学
期
間
以
内
で
可
能
（
返

済
期
間
に
含
む
）

保�

証　

㈶
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
連
帯
保
証
人

特
別
相
談
日
�
要
予
約
�

　

11
月
21
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会�

場　

秩
父
商
工
会
議
所
会
議
室

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

秩
父
商
工
会
議
所
指
導
課

　

☎
22―

４
４
１
１

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が

中
学
校
へ
入
学
す
る
と
き
、
就
学
支
度

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
12
月
28
日
㈬

ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

対�

象　

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
平
成
18

年
4
月
に
中
学
校
へ
就
学
す
る
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

支
給
額　

１
０
，
０
０
０
円

※ 

申
請
に
は
、
振
込
先
の
金
融
機
関
が

証
明
で
き
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
が

必
要
で
す
。

問
�
合
�
�

　

社
会
福
祉
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

�
学
�
意
欲
�
�
�
�
�
�
�
�

 

国
�
教
育
�
�
��

19

難
病
見
舞
金
�

支
給
�
�
�

11�

月�

��

納�

税

特
定
不
妊
治
療
�

受
�
�
方
�
助
成
金
�

支
給
�
�
�
�
�

�
�
�
親
家
庭
児
童

�

中
学
校
就
学
支
度
金

市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、企画広報課へお問い合わせください。



田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
お
よ
び
荒
川

事
務
所
（
荒
川
総
合
支
所
）

入
室
決
定　

家
庭
状
況
等
を
調
査
の
う
え
、

入
室
の
可
否
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

　

学
校
教
育
課

　

☎
25―

５
２
２
８
（
直
通
）

　

吉
田
事
務
所

　

☎
77―

１
１
０
０
（
直
通
）

　

荒
川
事
務
所

　

☎
54―

２
３
９
８
（
直
通
）

※ 

定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
�　
　
　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22―

３
２
１
５

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら
労
災
保
険

未
加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収

制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
事
業
主
が
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き

を
怠
っ
て
い
た
期
間
中
に
労
災
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
徴
収
す
る
ほ
か
に
、
労
災
保
険
か

ら
給
付
を
受
け
た
金
額
の
全
額
ま
た
は

40
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

費
用
徴
収
�
適
用
�
�
�
事
業
主

ア
．
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
に
つ
い

て
行
政
機
関
か
ら
指
導
等
を
受
け
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
続
き
を
行
わ

な
い
期
間
中
に
労
災
事
故
（
業
務
災

害
ま
た
は
通
勤
災
害
）
が
発
生
し
た

場
合
�
当
該
災
害
�
関
�
�
支
給
�

�
�
保
険
給
付
額
�
全
額
�
徴
収

イ
．
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
に
つ
い

て
行
政
機
関
か
ら
指
導
等
は
受
け
て

い
な
い
も
の
の
、
労
災
保
険
の
適
用

事
業
と
な
っ
た
と
き
か
ら
一
年
を
経

受
付
期
間　

11
月
25
日
㈮
ま
で
の
月
曜
日

〜
金
曜
日

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※
こ
ど
も
課
に
お
い
て
は
、
11
月
10
日

㈭
、
24
日
㈭
の
午
後
５
時
15
分
か
ら

７
時
15
分
に
お
い
て
も
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
市
報
10
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

こ
ど
も
課

　

☎
22―

２
２
１
１

内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

入
室
基
準　

学
童
保
育
室
に
入
室
で
き
る

の
は
、
そ
の
家
庭
の
状
況
（
保
護
者
の

就
労
な
ど
）
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

受
付
期
間　

11
月
25
日
㈮
ま
で
（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

申
込
用
紙
配
布
�
�
�
受
付
場
所

　

学
校
教
育
課
（
歴
史
文
化
伝
承
館
２

階
）、
教
育
委
員
会
吉
田
事
務
所
（
吉

過
し
て
、
手
続
き
を
行
わ
な
い
期
間

中
に
労
災
事
故
（
業
務
災
害
ま
た
は

通
勤
災
害
）
が
発
生
し
た
場
合
�
当

該
災
害
�
関
�
�
支
給
�
�
�
保
険

給
付
額
�
40
�
�
徴
収

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp

）
ま

た
は
、
埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災

補
償
課
（
☎
０
４
８―

６
０
０―

６
２

０
７
）、
秩
父
労
働
基
準
監
督
署
（
☎

22―

３
７
２
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し

た
無
料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
建
築
物

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
、
市

内
に
あ
る
１
〜
２
階
建
て
木
造
住
宅
で
、

延
べ
面
積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
も
の
。

（
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
は
除
き
ま
す
。）

申
込
�

　

建
築
住
宅
課
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
み
の
際
は
、
建
物
の
建
築
確
認
申

請
書
、
ま
た
は
各
階
の
平
面
図
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、建
物
の
様
子（
建

築
年
、
地
盤
、
基
礎
、
屋
根
、
老
朽
度

等
）
に
つ
い
て
も
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

建
築
住
宅
課

　

☎
25―

５
２
１
４
（
直
通
）

平
成
18
年
度

保
育
所
入
所
申
込
�

受
付
�
�
�
�

20

11
�
12
月
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

平
成
18
年
度

�

市
立
学
童
保
育
室

�
�
�

入
室
申
込
�
�

受
�
付
�
�
�

と　き ところ 内　容 定員

11／16㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

面接対策・就職の心得
（座学） 18人

11／18㈮
13:30～16:30 ハローワーク秩父

就職を成功させるために
（演習） 30人

11／21㈪
13:30～16:30 吉田総合支所　

履歴書・職務経歴書の書
き方（演習） 20人

11／24㈭
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

面接対策・就職の心得
（演習） 18人

11／30㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

就職を成功させるために
（座学） 18人

12／５㈪
14:00～16:00 吉田総合支所　

面接対策・就職の心得
（座学） 20人

12／７㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

就職を成功させるために
（演習） 18人

12／９㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父

面接対策・就職の心得
（座学） 30人

労
災
保
険
�
未
加
入
�

�

事
業
主
�
対
�
�

�
�

費
用
徴
収
制
度
�

強
化
�
�
�
�
�

木
造
住
宅
�

無
料
耐
震
診
断
�

実
施
�
�
�
�
�



※
公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
述
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、

公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
公
聴

会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、
公
述
申

出
書
の
様
式
は
、
次
の
閲
覧
場
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
公
述
人
の
資

格
は
秩
父
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

個
人
ま
た
は
法
人
で
す
。

縦
覧
期
間　

11
月
10
日
㈭
〜
24
日
㈭
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
の
縦
覧
は
行
い
ま
せ
ん
。）

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

意
見
書
�
提
出

　

都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
ご
意

見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見

書
は
右
記
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

秩
父
都
市
計
画
（
秩
父
市
、
皆
野
町
、

横
瀬
町
）
用
途
地
域
に
係
る
都
市
計
画

を
変
更
す
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。

変
更
�
�
�
�
�
�
都
市
計
画
�
内
容

　

大
野
原
地
内
（
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
工
場
）
に
お
け
る
用
途
地
域
（
工
業

地
域
↓
工
業
専
用
地
域
）
お
よ
び
建
ぺ

い
率
（
60
％
↓
50
％
）
の
変
更

��

�　

12
月
５
日
㈪
午
後
６
時
〜

�
�
�　

原
谷
公
民
館
２
階
集
会
室

※
公
述
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ

と
）
を
希
望
す
る
方
は
、
縦
覧
期
間

中
に
公
述
申
出
書
を
都
市
計
画
課
に

提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

都
市
計
画
課

　

☎
25―

５
２
１
７
（
直
通
）

　

最
新
の
統
計

デ
ー
タ
、
豊
富

な
資
料
で
毎
年

好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
、
埼

玉
県
民
手
帳
の

平
成
18
年
版
を
、

市
役
所
、
各
総

合
支
所
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格

○
大
型　
　
（
14
×
８
・
５
㎝
）

　

表
紙　

グ
リ
ー
ン　

ま
た
は

　
　
　
　

グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

各
５
０
０
円

○
小
型　
　
（
11
×
７
㎝
）

　

表
紙　

グ
リ
ー
ン　

４
０
０
円

内�

容

●
使
い
や
す
い
見
開
き
ダ
イ
ア
リ
ー

● 

県
や
市
町
村
に
関
す
る
統
計
情
報
や

生
活
便
利
情
報

●
充
実
し
た
レ
ジ
ャ
ー
・
交
通
情
報

販
売
期
間　

12
月
28
日
㈬
ま
で

販
売
場
所　

市
役
所
１
階
総
合
窓
口
、
各

総
合
支
所
総
務
課

問
�
合
�
�　

情
報
政
策
課　
　

　

☎
22―

２
２
０
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
総
務
課　

　

吉
田
☎
77―

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55―

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
１

※ 

な
お
、
一
般
書
店
（
一
部
書
店
で
は

取
り
寄
せ
）
で
も
販
売
し
ま
す
。

　

国
際
連
合
は
、
１
９
５
０
年
の
総
会

で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記

念
す
る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
毎
年
12
月
10
日
の

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�　

総
務
課　
　

　

☎
22―

２
２
５
１
（
直
通
）

不用品のリサイクルコーナー

譲
り
た
い
物

学習机、医療用ベッド、工業用ミシン、ベビー
カー、スキーセット一式、歩行器、ローチェ
アー、押入れ用タンス

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車（大人用）、ベビーカー、クーラー、
ワープロ、車いす、耕運機、ノートパソコ
ン、パソコン、桐たんす、チャイルドシー
ト、自転車用補助いす、テレビ、二段ベッド、
カラオケレーザーディスク

登
録
状
況

譲りたい物 10件
譲ってほしい物 19件

（平成17年10月17日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　なお、衣類は取り扱いません。また、有効期間中に「譲
れなくなった」または「譲り受ける必要がなくなった」
という場合は、必ず市民生活課までご連絡ください。

　市では、自分には不用になったが、まだ利用で
きるものなので譲りたい、または、譲ってほしい
という希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

登録申し込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

※
意
見
書
の
様
式
例

　

秩
父
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

意
見
を
述
べ
た
い
の
で
申
出
ま
す
。

　

平
成　

年　

月　

日

秩
父
市

上
記
代
表
者  

秩
父
市
長  

栗
原 

稔 

様

住
所

氏
名 

印

連
絡
先
（
電
話
番
号
）

年
齢

職
業

意
見
の
要
旨
及
び
理
由
（
４
０
０
字
程

度
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。）

21

都
市
計
画
課
�
�
��

知
�
�

平
成
18
年
版
県
民
手
帳
�

販
売
�
�
�
�
�

�
人
権
週
間
���

存
�
�
�
�



　

12
月
２
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
入
館
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

　

12
月
３
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

問
�
合
�
�　

秩
父
ま
つ
り
会
館

　

☎
23―

１
１
１
０

　

秩
父
札
所　

巡
礼
の
や
か
た

　

☎
21―

１
３
８
３

募
集
戸
数　

１
戸

所
在
地　

下
吉
田
７
７
７
５―

３

間
取
�　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家�

賃　

５
５
，
０
０
０
円

建
設
年
度　

平
成
５
年

駐
車
場　

１
戸
１
台
分
１
，
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間　

11
月
21
日
㈪
〜
28
日
㈪

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。）

※ 

申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

申
込
者
�
資
格

①
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
月
額
が
、
20
万
円
以
上
60
万
１
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
。

入
居
予
定
時
期

　

平
成
18
年
１
月
ご
ろ

　
（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

建
築
住
宅
課

　

☎
25―

５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
２
（
直
通
）

※ 

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

募
集
住
宅

　

弁
護
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理

士
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、

公
認
会
計
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
公
証

人
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

��

�　

12
月
10
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分

�
�
�　

浦
和
駅
前
コ
ル
ソ
７
階
ホ
ー
ル

問
�
合
�
�　

埼
玉
司
法
書
士
会

　

☎
０
４
８―

８
６
３―

７
８
６
１

　

12
月
３
日
㈯
は
、
臨
時
休
館
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
11
日
㈰
は
、
市
民
水
泳

祭
の
た
め
、
第
１
部
か
ら
第
３
部
ま
で

全
コ
ー
ス
専
用
利
用
と
な
り
ま
す
。
一

般
利
用
は
第
４
部
の
み
と
な
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22―

７
４
１
１

　

秩
父
夜
祭
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
営

業
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

秩
父
�
�
�
会
館

　

12
月
３
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
入
館
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
）

秩
父
札
所�

巡
礼
�
�
�
�　

申
込
受
付
期
間

　

11
月
21
日
㈪
〜
28
日
㈪

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。）

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

申
込
者
�
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

り
、市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
の
総
額
が
、
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
こ
と
。

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

※
間
ノ
田
住
宅
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
・

障
が
い
者
世
帯
向
け
空
家
の
た
め
、

一
般
の
世
帯
の
方
は
申
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
単
身
入
居
希
望
の
方
で
も
条

件
に
よ
り
申
込
み
が
で
き
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
居
予
定
時
期

　

平
成
18
年
１
月
ご
ろ

　
（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

建
築
住
宅
課

　

☎
25―

５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
２
（
直
通
）

※ 

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

平成17年　勤労青少年の標語
「チャンスは無限！　自分らしく　日々トライ」

世帯向け住宅

住宅名 募集戸数 所在地 間取り 家賃 建設
年度 備考

1 柳田 1 柳田町
10-4 3DK 19,600～

45,400円 H5 駐車場1戸
1台分2000円

2 半縄 1 荒川上田野
933-3 3K 9,900～

15,900円 S47 駐車場1戸
1台分2000円

高齢者・障がい者世帯向け住宅

1 間ノ田 1 金室町
1-10 2DK 17,100～

39,500円 H11 駐車場1戸
1台分2000円

温
水
�
�
�
�
�
��

知
�
�

埼
玉
県
友
好
士
業
協
議
会
�
�
�

 

�
�
�
�
�
事
業
�

�
�
�
相
談
会
�

22

�
秩
父
�
�
�
会
館
��

�
秩
父
札
所
巡
礼
�
�
�
�
�

�
�
�
�
知
�
�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

�
広
瀬
住
宅
��
空
家
�

入
居
者
募
集

市
営
住
宅
�
空
家
�

入
居
者
募
集



　

実
際
の
教
育
活
動
を
と
お
し
て
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

11
月
29
日
㈫
、
12
月
６
日
㈫

（
２
日
間
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
�
�　

県
立
秩
父
養
護
学
校

定�

員　

20
人

内�

容

�
日
目　

基
礎
研
修
（
障
が
い
、
子
ど

も
の
理
解
を
深
め
ま
す
。）

�
日
目　

体
験
研
修
（
部
門
に
分
か
れ

て
体
験
研
修
を
行
い
ま
す
。）

申
込
�　

11
月
24
日
㈭
ま
で
に
、
左
記

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
推
進
課
☎
22―

１
５
１
４

��

�　

平
成
18
年
１
月
25
日
〜
３
月

１
日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
２

時
（
全
６
回
）

対�

象　

成
人
男
女
（
初
心
者
の
方
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定�

員　

30
人

申
込
�　

12
月
12
日
㈪
〜
19
日
㈪
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
文
化
体
育
セ
ン

　

市
で
は
、
市
内
の
産
業
に
お
い
て
卓

越
し
た
技
術
お
よ
び
技
能
を
有
す
る
方

を
顕
彰
す
る
た
め
、
そ
の
対
象
者
を
募

集
し
ま
す
。

対�

象　

・
市
内
の
事
業
所
で
働
く
現
役
の
技
術

者
、
技
能
者
で
あ
る
こ
と
。

・
卓
越
し
た
技
術
、
技
能
を
有
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
技
能
を
有
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
そ
の
職
に
10
年
以
上
従

事
し
、
か
つ
年
齢
が
30
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
。

・
勤
務
実
績
、
勤
務
内
容
に
つ
い
て
他

の
技
術
者
、
技
能
者
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
方
で
あ
る
こ
と
。

被
顕
彰
者
�
推
薦　

　

顕
彰
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

自
薦
ま
た
は
事
業
所
も
し
く
は
業
界
団

体
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
次
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

推
薦
書
・
推
薦
調
書
・
被
顕

彰
候
補
者
の
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
技
術
・
技
能
の
程
度
お
よ
び
功
績
を

証
明
で
き
る
資
料
等

被
顕
彰
者
�
選
定　

審
査
を
経
て
年
度

ご
と
５
人
以
内
を
選
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
10
日
㈭
〜
12
月
5
日
㈪

受
付
場
所
�
�
�
書
類
配
布
場
所　

　

工
業
振
興
課

問
�
合
�
�　

工
業
振
興
課

　

☎
22―

３
４
２
８
（
直
通
）

タ
ー
で
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。（
火
曜
休
館
）

※ 

電
話
や
本
人
以
外
に
よ
る
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
�
合
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

４
０
０
４

参
加
費　

１
ク
ラ
ブ
に
つ
き
１
，
０
０

０
円
（
別
途
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

申
込
�　

12
月
５
日
㈪
〜
19
日
㈪
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。（
火
曜
休
館
）

※ 

テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
１
人
に

つ
き
１
ク
ラ
ブ
で
す
。
な
お
、
電
話

や
本
人
以
外
に
よ
る
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
�
合
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

４
０
０
４

　

広
い
ア
リ
ー
ナ
を

使
用
し
、
リ
ズ
ム
の

良
い
音
楽
に
合
わ
せ

た
体
操
で
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

平
成
18
年
１
月
13
日
〜
３
月

17
日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
10
回
）

対�

象　

一
般
成
人
男
女

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定�

員　

２
２
０
人

申
込
�　

12
月
７
日
㈬
〜
14
日
㈬
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。（
火
曜
休
館
）

※ 

電
話
や
本
人
以
外
に
よ
る
申
込
み
お

よ
び
個
人
利
用
で
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
�
合
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

４
０
０
４

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。

クラブ名 定員 曜日 期　　　間 時　　間

ソフトバレーボールクラブ 40 月 １月16日～３月20日  10時～正午
インディアカクラブ 40 水 １月11日～３月15日 10時～正午
卓球クラブ 60 木 １月12日～３月16日 10時～正午
バドミントンクラブ 70 木 １月12日～３月16日 10時～正午
ＡＮバドミントンクラブ 30 木 １月12日～３月16日 13時～15時

硬
式
テ
ニ
ス

月曜テニスクラブ 15 月 １月16日～３月20日 10時～正午
月曜ＡＮテニスクラブ 15 月 １月16日～３月20日 13時～15時
水曜テニスクラブ 15 水 １月11日～３月15日 10時～正午
木曜テニスクラブ 15 木 １月12日～３月16日 10時～正午
金曜テニスクラブ 15 金 １月13日～３月17日  10時～正午

23

秩
父
市
優
秀
産
業
技
術
者
�

技
能
者
顕
彰
制
度

対
象
者
�
募
集
�
�
�

平
成
17
年
度

�
�
�
�
�
�
養
成
研
修

参
加
者
募
集

文
化
体
育
�
�
�
�

後
期
�
�
�
�
�
�
�

体
操
教
室

参
加
者
募
集

文
化
体
育
�
�
�
�

第
�
期
�
�
�
�
�
�
�

参
加
者
募
集

文
化
体
育
�
�
�
�

第
�
期
�
�
�
�
�
�
体
操
教
室

参
加
者
募
集



教
室
」
を
経
済
産
業
省
と
秩
父
市
で
共

同
開
催
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
快
適
に
活

用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
被

害
に
あ
っ
た
と
き
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基

礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

��

�　

12
月
22
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

定�

員　

３
０
０
人
（
申
込
順
）

申
込
�　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�　

情
報
政
策
課

　

☎
22―

２
２
０
４
（
直
通
）

　

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
地
区
に
お
い
て

な
つ
か
し
の
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
大
滝
�
荒
川
地
区

��

�　

11
月
26
日
㈯
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
上
映

�
�
�　

荒
川
公
民
館（
定
員
２
０
０
人
）

②
吉
田
地
区

��

�　

11
月
27
日
㈰
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
上
映

�
�
�　
や
ま
な
み
会
館（
定
員
３
０
０
人
）

作
品
名　
「
て
な
も
ん
や
大
騒
動
」

入
場
料　

無
料

申
込
�　

11
月
15
日
㈫
か
ら
整
理
券
を

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
公
民
館
お
よ
び
生

涯
学
習
課
で
発
行
し
ま
す
。

　

各
会
場
と
も
定
員
数
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

生
涯
学
習
課

　

☎
25―

５
２
２
９
（
直
通
）

教
育
委
員
会
各
事
務
所

　

吉
田
☎
77―

１
１
０
０
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
７
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
８
（
直
通
）

　

テ
レ
ビ
東

京
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
、

現
在
は
記
者

と
し
て
ご
活

躍
し
、
男
の

子
3
人
の
マ
マ
で
も
あ
る
茅
原
�
�
�

さ
ん
が
、
子
育
て
、
家
族
に
つ
い
て
語

り
ま
す
。

��

�　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

�
�
�　
「
子
育
て
パ
パ
素
敵
で
す
」

参
加
費　

無
料

※ 

保
育
（
１
歳
６
か
月
以
上
就
学
前
ま

で
）
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
30
日

㈬
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―
５
２
０
０
（
直
通
）

　

今
回
は
、
秩
父
市
の
ま
ち
な
か
に
あ

る
登
録
有
形
文
化
財
を
訪
ね
歩
く
コ
ー

��

�　

12
月
16
日

㈮
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時

�
�
�　

石
間
交
流

学
習
館
・
水
車
小
屋

内�

容

�

午
前　

そ
ば
挽
・
そ
ば
打
ち
体
験

�

午
後　

ミ
ニ
門
松
作
り

対�

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費�

用　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定�

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

申
込
�　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
11
月
30
日
㈬

ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９―

１
５
９
２　

下
吉
田
６
５
８
５―

２　

☎
72―

６
０
８
３
Ｆ

77―

１
５
２
９
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
全
国
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
啓
発

キ
ャ
ラ
バ
ン　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全

ス
を
地
元
の
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞

き
な
が
ら
散
策
し
ま
す
。

��

�　

11
月
27
日
㈰
午
前
９
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

�
�
�　

�
�
�
�
文
化
財
�
�
�

　

秩
父
鉄
道
秩
父
駅
前
集
合
↓
秩
父
札

所
巡
礼
の
や
か
た
↓
び
い
ど
ろ
美
術
館

（
外
観
）
↓
秩
父
銘
仙
出
張
所
↓
薗
田

家
住
宅
↓
宮
前
家
住
宅
↓
番
場
四
つ
角

↓
歴
史
文
化
伝
承
館
（
ア
ン
ケ
ー
ト
記

入
後
解
散
予
定
）　

　

歩
行
時
間
約
２
時
間
（
見
学
の
時
間

等
は
含
み
ま
せ
ん
。）

定�

員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
ガ
イ

ド
）

申
込
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り

工
房
☎
23―

１
０
０
２

　

し
め
縄
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

��

�　

12
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
多
目

的
室

対�

象　

一
般
成
人

定�

員　

30
人

講�

師　

吉
田
貞
次
郎
氏

材
料
費　

５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持
参
品　

ハ
ン
カ
チ
、
は
さ
み

申
込
�　

11
月
30
日
㈬
ま
で
に
中
央
公

民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０
（
直
通
）

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

�
�
打
�
体
験
�

�
�
門
松
作
�
体
験

参
加
者
募
集

24

�
�
�
�
�
�
�
安
全
教
室

�
開
催
�
�
�

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

�

出
張
�
出
前
�
映
画
会

女�
�

�
男�
�

�
共
生
�
�
�
�

子
育
�
�
�
素
敵
�
�

ⒸTV-TOKYO

�
�
�
散
策
小
径

�
�
�
�
�
�

正
月
飾
�
講
習
会



��

�　

11
月
23
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

�
�
�　

さ
や
か
学
園

内�

容　

利
用
者
作
品
販
売
、
模
擬
店
、

福
引
、
バ
ザ
ー
、
産
直
品
販
売
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
（
ご
来
場
の
方
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。）

問
�
合
�
�　

さ
や
か
学
園

　

☎
24―

９
９
５
１

��

�　

11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
10
分

〜
午
後
０
時
30
分

�
�
�　

県
立
秩
父
養
護
学
校

内�

容　

児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
作

業
学
習
の
製
作
品
販
売
、
学
習
活
動
紹

介
、
バ
ザ
ー
等

問
�
合
�
�　

県
立
秩
父
養
護
学
校

　

☎
24―

１
３
６
１

��

�　

12
月
18
日
㈰
ま
で

�
�
�　

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館
２
階

展
示
室
（
開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
、
月
曜
休
館
）

入
館
料　

無
料

内�

容　

荒
川
日
野
で
操
業
を
続
け
て

い
る
二
連
三
星
流
野
鍛
冶
佐
門
次
に
つ

い
て
、
鉄
の
文
化
、
鍛
冶
職
人
の
生
活
、

信
仰
、
作
品
な
ど
実
物
展
示
・
写
真
・

解
説
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
54―

１
０
５
８

　

水
源
林
の
森
づ
く
り
事
業
の
一
環
と

し
て
、
定
峰
地
区
市
有
林
で
広
葉
樹
の

苗
木
を
植
栽
し
ま
す
。

��

�　

11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

�
�
�　

定
峰
地
区
の
市
有
林
内
（
林

道
定
峰
線
入
口
か
ら
１
㎞
地
点
）

内�

容　

中
高
校
生
と
関
係
者
に
よ
る

カ
エ
デ
・
カ
ツ
ラ
な
ど
の
苗
木
の
植
栽
、

防
護
ネ
ッ
ト
の
取
付
け

問
�
合
�
�　

林
業
振
興
課

　

☎
22―

２
３
６
９
（
直
通
）

�
藍
染
�

��

�　

12
月
18
日
㈰
午
前
10
時
〜

定�

員　

20
人

参
加
費　

大
人　
　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も　
　
　

８
０
０
円

持
�
物　

白
い
半
そ
で
Ｔ
シ
ャ
ツ

申
込
締
切　

12
月
８
日
㈭

�
餅
�
�

��

�　

12
月
25
日
㈰
午
前
11
時
〜

定�

員　

20
人

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

申
込
締
切　

12
月
15
日
㈭

�
押
�
花

��

�　
（
各
回
午
前
10
時
〜
）

第
１
回　

平
成
18
年
１
月
７
日
㈯

第
２
回　

平
成
18
年
２
月
４
日
㈯

定�

員　

各
回
20
人

参
加
費　
各
回
２
，８
０
０
円（
昼
食
付
き
）

申
込
締
切　

第
１
回
12
月
19
日
㈪
、
第
２

回
平
成
18
年
１
月
20
日
㈮

�
�
�
打
�

��

��

（
各
回
午
前
10
時
〜
）

第
１
回　

平
成
18
年
１
月
15
日
㈰

第
２
回　

平
成
18
年
２
月
12
日
㈰

定�

員　

各
回
20
人

持
�
物　

エ
プ
ロ
ン

参
加
費　

１
人
１
，
０
０
０
円
（
３
〜

４
人
前
を
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。）

申
込
締
切　

第
１
回
平
成
18
年
１
月
５
日

㈭
、
第
２
回
平
成
18
年
２
月
２
日
㈭

※ 

会
場
は
、
い
ず
れ
も
浦
山
ダ
ム
資
料

館
１
階
レ
イ
ク
レ
ス
ト
う
ら
ら
ぴ
あ

内
で
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

㈲
秩
父
浦
山
ダ
ム
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

３
３
３
３

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�

　

初
冬
の
里
山
の
森
遊
歩
道
で
、
野
生

動
物
の
痕
跡
探
し
に
挑
戦
し
、
動
物
た

ち
の
生
活
や
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

��

�　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対�

象　

一
般

定�

員　

15
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

12
月
�
館
内
�
�
�
�
�
�
�

・
落
ち
葉
ス
テ
ン
シ
ル

・
コ
マ
作
り
回
し

��

�　

12
月
１
日
㈭
〜
28
日
㈬
、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
の
間
随
時

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対�

象　

一
般

定�

員　

特
に
な
し

参
加
費　

無
料（
材
料
費
50
円
は
実
費
）

申
込
�　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
て
随
時
受
付

問
�
合
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54―

２
０
１
４

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ25

 

企
画
展

�

野�

鍛�

冶�

佐�

門�
�

次��

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

紅
葉
�
彩
�
植
樹
�
�
�
�

第
�
回
�
�
�
�
�
�
�

秩
父
養
護
学
校

�
�
�
�
祭

浦
山
�
�
資
料
館

�
�
�
�
�
�
�
体
験
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�

館
内
�
�
�
�
�
�
�



��

�　

11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30
分

�
�
�　

市
営
第
一
弓
道
場

参
加
資
格

中
学
生　

市
内
中
学
校
弓
道
部
員

高
校
生　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
高
校

弓
道
部
員

一�

般　

弓
道
経
験
者
の
市
民
お
よ
び

市
弓
道
連
盟
会
員

競
技
方
法　

近
的
に
よ
る
団
体
・
個
人
競

技
、
団
体
は
１
チ
ー
ム
３
人
、
各
自
６

射
、
計
18
射
。
個
人
は
団
体
要
件
を
備

え
な
い
参
加
者
。

入�

賞　

団
体
３
位
、
個
人
５
位
ま
で

賞
状
賞
品
等
授
与
。
入
賞
も
れ
に
は
参

加
賞
を
授
与
。

申
込
�　

11
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
申
込

用
紙
を
持
参
の
う
え
、
秩
父
市
弓
道
連

盟
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

へ
。

※ 

期
限
後
ま
た
は
電
話
申
込
み
は
出
来

ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
開
催
要
項
が
会

長
宅
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

��

�　

平
成
18
年
１
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
8
時
50
分
集
合

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
　
　
　

１
チ
ー
ム
４
人

部�

門

○
初
心
者
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

○
一
般
の
部
（
経
験
者
）

※ 

一
般
の
部
の
み
、
男
女
混
合
で
参
加

の
場
合
、
男
性
は
２
人
ま
で

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
当

日
集
金
）

持
�
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
�　

12
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
ス
ポ

ー
ツ
健
康
課
☎
25―

５
２
３
０（
直
通
）へ
。

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

　

プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
審
判
講

習
も
行
い
ま
す
。

��

�　

11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
集
合

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
，０
０
０
円（
保

険
代
ほ
か
）

試
合
方
法　

９
人
制
、
男
子
30
歳
以
上
４

人
、女
子
25
歳
以
上
（
既
婚
者
）
の
チ
ー

ム
編
成

申
込
�　

11
月
17
日
㈭
ま
で
に
、
秩
父

市
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

��

�　

12
月
11
日
㈰
午
前
９
時
開
会

�
�
�　

秩
父
市
温
水
プ
ー
ル

種�

目　

小
中
高
一
般
・
学
年
男
女
別

各
種
目
25
ｍ
・
50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
・

２
０
０
ｍ
、
個
人
メ
ド
レ
ー

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

申
込
�　

温
水
プ
ー
ル
窓
口

問
�
合
�
�　

秩
父
市
水
泳
連
盟　

��

�　

11
月
17
日
〜
12
月
８
日
の
毎

週
木
曜
日（
計
４
日
間
）午
前
10
時
〜
正
午

�
�
�　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
２
階
武

道
場

参
加
費　

無
料

対�

象　

健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

服�

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
�　

当
日
会
場
に
て
受
付
け
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

４
０
０
４

　

な
ぎ
な
た
連
盟　

��

�　

12
月
13
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内�

容　
「
歴
史
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
、

近
所
の
歴
史
を
調
べ
て
み
て
は
」

　

宮
崎
地
区
を
調
べ
た
経
験
に
基
づ
き
、

宮
崎
地
区
等
の
歴
史
と
調
べ
方
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　

講�

師　

持
田
嘉
男
先
生（
元
小
学
校
長
）

対
象
者　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定�

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

�
�
�
�
��

若
�
�
��

�
�
�
�
�

 

高
齢
者
�
�
�
�
教
室

申
込
受
付　

11
月
11
日
㈮
か
ら

申
込
�
�
問
�
合
�
�　
　
　
　

　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児
童
館
）

　

☎
22―

０
７
１
３

　

乳
幼
児（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）が

親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
、
開
設

し
て
い
ま
す
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

�
�
�
�　

土
曜
日
の
午
後
に
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。（
０
、１
歳

の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
を

対
象
に
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽

し
く
学
び
ま
す
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

興
味
の
あ
る
方
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。）

※ 

11
月
19
日
㈯
に
は
、「
お
と
う
さ
ん

の
ヤ
キ
イ
モ
タ
イ
ム
２
０
０
５
」
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
、
開
始
は

10
時
30
分
）

会�

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

＊ 

こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局

　

☎
22―

７
８
６
６

親
子
�
遊
�
�
�
�
�
広
場

 

集
�
�
乳
幼
児
�

26

第
51
回 

市
民
水
泳
祭

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

市
民
�
�
�

�
�
�
�
�
�
大
会

第
20
回
生
涯
�
�
�
�

市
民
�
�
�
大
会

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

第
54
回 

市
民
弓
道
大
会

�
�
�
�
初
心
者
教
室



平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後７時30分～10時30分）

��

�　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

�
�
�　

秩
父
演
習
林
・
影
森
苗
畑

　
　
　
　
（
下
影
森
７
６
４
）

内�

容　

演
習
林
の
紹
介
や
苗
畑
の
見

学
。
木
登
り
体
験
。
林
業
器
械
展
示
。

リ
ー
ス
、
門
松
、
落
葉
し
お
り
等
森
の

素
材
を
使
っ
た
工
作
。
演
習
林
出
版
物

や
産
品
の
販
売
な
ど
。

参
加
費　

無
料
（
材
料
は
実
費
負
担
）

申
込
�　

当
日
受
付（
事
前
申
込
み
不
要
）

問
�
合
�
�　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

　

☎
22―

０
２
７
２

　

昔
遊
び
、
今
遊
び
、
学
び
、
ダ
ン
ス
、

癒
し
が
い
っ
ぱ
い
！

��

�　

11
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

�
�
�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
セ
ン
タ
ー

（
旧
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
体
育
館
）

対�

象　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
子
ど
も
と
遊

び
た
い
大
人
ま
で

参
加
費　

無
料

申
込
�　

当
日
可

問
�
合
�
�　

ち
ち
ぶ
子
育
て
ネ
ッ
ト
準
備

会
事
務
局
☎
23―

３
９
０
０
（
吉
田
宅

午
後
６
時
か
ら
）

※ 

ち
ち
ぶ
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
立
ち
上
げ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

��

�　

11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

対�

象　

幼
児
（
小
学
２
年
生
く
ら
い

ま
で
）

内�

容　

ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
や
昔
話
、
手

遊
び
な
ど
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。
本
好
き
に
な
る

き
っ
か
け
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

参
加
費　

無
料

問
�
合
�
�　

｢

い
わ
ざ
く
ら
」
新
井

　

☎
24―

４
７
１
６

��

�　

11
月
19
日
㈯
〜
23
日
㈬
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

�
�
�　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
２
階

問
�
合
�
�　

ち
ち
ぶ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　

笠
原
宅
☎
22―

２
７
３
０

※ 

純
益
は
、
年
末
助
け
合
い
と
し
て
、

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
し

ま
す
。

��

�　

11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
〜
４
時

�
�
�　

秩
父
保
健
所
大
会
議
室

内�

容

第
�
部　

医
療
講
演
「
膠
原
病
の
治
療

と
日
常
生
活
に
つ
い
て
」

講　

師　

今
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
　
　

今
井
史
彦
氏

第
�
部　

日
常
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
会

申
込
�　

11
月
16
日
㈬
ま
で
に
、
左
記

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

秩
父
保
健
所
保
健
予
防
推
進

担
当　

川
田
・
浅
見
☎
22―

３
８
２
４

　

日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

　
『
み
ん
な
平
等
に
発
言
。
会
で
話
さ

れ
た
こ
と
は
口
外
し
な
い
。
各
人
の
発

言
は
、批
判
し
な
い
、批
判
さ
れ
な
い
。』

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

��

�　

12
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※ 

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
希
望
で
カ

ラ
オ
ケ
を
や
り
ま
す
。

�
�
�　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
教

養
娯
楽
室

参
加
費　

無
料

問
�
合
�
�　

心
和
会
作
業
所

　

☎
22―

８
８
０
６

27

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

�

 

影�
�

 

森 

�
�

祭�

11
月
13
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
健 生 堂 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊木町
永田町
東 町
鬼石町

☎23－8561
☎21－2330
☎22－0270
☎52－3121

11
月
20
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 病 院
増 成 医 院

（内・小）
（産・婦・内）

（外・内・皮フ）

熊木町
日野田町
宮側町
鬼石町

☎23－8561
☎22－0043
☎22－3022
☎52－2026

11
月
23
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
本 町
宮側町
鬼石町

☎23－8561
☎25－2711
☎22－3022
☎52－3121

11
月
27
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
小鹿野中央病院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小・リウマチ）

熊木町
小鹿野町
小鹿野町
鬼石町

☎23－8561
☎75－0020
☎75－2332
☎52－3121

12
月
4
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
秩 父 第 一 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（小）

（内・小）

熊木町
皆野町
中村町
鬼石町

☎23－8561
☎62－4585
☎25－0311
☎52－2253

12
月
11
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
桜木町
鬼石町

☎23－8561
☎23－1300
☎23－0611
☎52－3121

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（鬼石町を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。
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�
�
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�
�
写
真
展

親
子
�
楽
�
�

�

読
�
聞
�
�
会

秩
父
郡
市
精
神
障
害
者
�
守
�
会

 

家
族
�
�
�
�
�
�
会

企
画
広
報
課
�
�

訂
正
�
�
知
�
�

膠
原
病
�
�
�
�
�

医
療
講
演
�
相
談
会

　

市
報
ち
ち
ぶ
10
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
原
谷
線
�
�
運
賃
表
の
中

で
、「
滝
の
上
公
会
堂
」
か
ら
「
瑞
岩

寺
入
口
」
の
料
金
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤　

�
�
�
円　

↓　

正　

�
�
�
円

問
�
合
�
�　

企
画
広
報
課

　

☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）



こ
の
市
報
は
環
境
に
配
慮
し

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
ク
で

作
製
し
て
お
り
ま
す
。

発
行
所
　
秩
父
市
役
所
　
電
話
 0494-22-2211（

代
表
）

　
　
　
　
〒
368-8686　

埼
玉
県
秩
父
市
熊
木
町
８
番
15号

　９月10日、11日にさいたま市文化センター
において、第39回手をつなぐ育成会関東甲信
越大会が行われました。
　大会２日目の記念式典の中で、秩父養護学
校の在校生と卒業生からなる「太鼓大好きど
こんこクラブ」と影森・栄町の「さかゑ太鼓
会」のメンバーが、埼玉県代表として秩父屋
台囃子を披露しました。秩父ならではの地域
文化のアピールに、2,300人の観客からは大
きな拍手が送られました。

合併 秩父市誕生記念
「大滝健康・元気まつり」

　吉田久長にある道の駅「龍勢会館」に、こ
のほど「芸術遊友館（大野幸夫代表）」がオー
プンしました。
　これは、吉田地域で活動する芸術家たちが
施設内にある映画「草の乱」のオープンセッ
トの一部を利用して毎週土・日曜日に開館し
ているもので、会員の作品の展示販売のほか、
抹茶やコーヒー、軽食などがとれるようになっ
ています。
　このほか道の駅内では、井上伝蔵邸の見学
や困民軍に扮しての記念撮影（要予約）等も
できます。この秋に皆さんで出かけてみては
いかがでしょうか。

　10月９日、荒川農村環境改善センターで「バ
ランスよく食べ＆適度な運動で健康維持！」
をテーマに、荒川健康まつりが開催されました。
　当日は小雨にもかかわらず、約320人もの
参加があり、それぞれが「健康チェックコー
ナー」「骨密度測定」「食生活改善コーナー」
などでチェックを行い、自分の健康を考える
よい機会となりました。

道の駅「龍勢会館」に
「芸術遊友館」がオープン！

健康チェック！
　荒川健康まつり

「どこんこクラブ＆さかゑ太鼓会」が
大観衆の前で秩父屋台囃子を披露

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課 ☎22－2202（直通）
 ☎22－2211内線1208

　10月２日、大滝中学校校庭において、合併
秩父市誕生記念「大滝健康・元気まつり」が
開催されました。
　秋晴れの下、幼稚園児から高齢者まで総勢
400人が集まり、「市長さんとジャンケン」の
種目を皮切りに、いろいろな競技やゲームを
楽しみました。また、校庭の一角には「健康
元気コーナー」が設けられ、体力測定とから
だの元気度チェックなどが行われました。


	

